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平成２１年第４回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２１年１２月１４日（月曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（１１１１６６６６名名名名））））    

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  谷 村 孝 一 君 

   １番  吉 岡 文 子 君 

   ２番  森 川   明 君 

   ３番  五 十 嵐 聡 君 

   ４番  高 田 正 則 君 

   ５番  高 橋 幹 夫 君 

   ６番  阿 部 義 一 君 

   ７番  長谷川 吉 春 君 

   ８番  米 田 良 克 君 

   ９番  白 木 優 志 君 

  １０番  小 関 勝 教 君 

  １１番  土 井 敏 興 君 

  １２番  本 郷 幸 治 君 

  １３番  紫 藤 政 則 君 

  １４番  林   国 夫 君 

 

◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  斎 藤 正 紀 君 

 総 務 部 長  安 田 昌 彰 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  岡 嶋 博 文 君 

 農 政 部 長  林   信 孝 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 消  防  長  霜 田 公 法 君 

 総務部総務課長  大 崎   聡 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

 教育委員会委員長  白 戸 仁 康 君 

 教  育  長  板 東 知 文 君 

 教 育 部 長  前 田 敏 和 君 

 

 選挙管理委員会委員長  後 藤 泰 彦 君 

 事 務 局 長  秋 場 勝 義 君 

 

 農業委員会会長  佐 藤 博 道 君 

 農業委員会事務局長  林   忠 男 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  稲 村 秀 樹 君 

 

◎欠席欠席欠席欠席説明員説明員説明員説明員    

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 治 君 

 

◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

 事 務 局 長  藤 井 英 昭 君 

 次     長  中 平 匡 司 君 

 

午前１０時００分 開議 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

 この場合、説明員の欠席について、次のと

おり通知がありましたので報告いたします。 

病院事務局長高倉雄治君は都合により欠席

いたします。 
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●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

１０番 小関勝教議員 

１１番 土井敏興議員 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第２、一般

質問に入ります。 

 発言通告により、順次発言を許します。 

３番、五十嵐聡議員。 

●３番五十嵐聡議員（登壇） 平成２１年第

４回定例会に当たり、大綱２点について市長

並びに教育長にお伺いいたします。 

大綱の１点目は、農業行政についてであり

ます。先の衆議院選挙結果を受け、政権交代

により、政府の行政刷新会議による事業仕分

けの作業が終了しました。事業仕分けは２０

１０年度の概算要求を見直すためで、国民の

評価もあるようですが、日本をどのような国

に向けていくのか、将来展望が見えていませ

ん。私も無駄な事業は排除すべきと考えます

が、仕分け対象になった事業の中で農林水産

省関係が一番多く、９７事業にも及び、ワー

キンググループによる判定では廃止とか、予

算要求縮減といった事業が多く、中でも農村

振興や環境整備など、生産基盤に最も必要な

項目についての判定が特に厳しいように感じ

られました。戸別所得補償制度も含めて農業

の将来がどのような方向に進むのか先が見え

てきません。 

そこで、平成２２年度から戸別所得補償モ

デル事業が実施されると農業をめぐる情勢は

これまでと大きく変わる状況にあり、本市の

農業は、どのような影響を受けることが予想

されるのか、お伺いいたします。 

１つに、本年の主要作物の作付け状況と転

作率について。 

２つに、転作に関わる対策で水田利活用自

給力向上事業が導入され、これまでの産地確

立対策が廃止された場合、道は北海道の影響

額を１２１億円の減と試算されています。本

市ではどのような影響が生じると予想される

か、試算額も含めてお伺いいたします。 

３つに、これまで産地確立対策では、地域

水田農業推進会議が地域の取り組みの推進役

でありましたが、今後においては、どのよう

な体制で新対策を推進されるのか、お伺いい

たします。 

４つに、産地確立対策では、小麦・大豆・

ハスカップ・アスパラなど振興作物について

産地確立交付金を積極的に活用し、地域の創

意と工夫により、導入や定着を図り、産地を

形成しきました。新対策では、品目の区分も

大まかで、全国一律の交付額となり助成単価

が大幅に下がります。市としてどうとらえ、

どのように対応するのか、お伺いいたします。 

５つに、担い手農地集積対策である農地保

有合理化事業の基金の国庫返納や廃止、予算

縮減が示されました。本市における農地流動

化にどう影響するのか、お伺いいたします。 

６つに、こうした農業情勢のもとで、今後

の本市の農業ビジョンをどのように考えてお

られるのか、お伺いいたします。 

次に、国営農地再編整備事業について、１

つに、進捗状況と今後の見通しについて。 

２つに、行政刷新会議による事業仕分けの

影響について。 

３つに、事業実施に向けた要望内容と今後
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について、これまでの要望活動と今後の予定

についてお伺いいたします。 

４つに、受益者の負担軽減対策について、

市の負担、ガイドラインの考え方についてお

伺いいたします。 

５つに、通年施工に向けた所得補償につい

て、本事業に対する産地確立交付金の活用の

見通しについてお伺いいたします。 

大綱の２点目は、教育行政についてであり

ます。私は農業体験学習は大変有意義なこと

と考えております。自ら汗を流し、農作物を

作り、食する活動から食物や自然に対する感

謝の気持ちや、仲間とともに協力して取り組

むことの大切さ、労働の大切さを学ぶことで

豊かな人間性が育つと共に、望ましい食習慣

の形成にもつながるものと考えます。 

そこで、農業体験学習を推進するために、

小学校農業体験学習検討委員会を立ち上げ、

検討を進められておりますが、これまでの状

況と、小学校における農業科導入に向けたス

ケジュールについてお伺いいたします。 

次に、新型インフルエンザの流行により、

市内の多くの学校において学級・学年閉鎖や

臨時休校などの措置がとられておるようであ

りますが、授業時間数が不足し、学校によっ

ては冬休み中に授業を行なわなければならな

い学校もあるように聞いております。市内の

小中学校の状況についてお伺いいたします。 

次に、少子化や過疎化の減少と学校配置計

画の見直しなどにより、世代間を超えての交

流の場でもあった長い歴史を持つ旧茶志内小

学校、旧西美唄小学校、光珠内中央小学校、

３つの学校が廃校になり、現在もそのままの

状態であります。解体も含めた校舎、グラウ

ンドなど地域活性化に向けた利活用計画につ

いてお伺いいたします。 

以上でこの場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 五十嵐議員の質

問にお答えします。 

初めに、農業行政について、戸別所得補償

制度についてでありますが、本年の主要作物

の作付状況は水稲が４，４８０ヘクタール、

小麦２，３８２ヘクタール、大豆８９６ヘク

タール、そば１６９ヘクタール、グリーンア

スパラガス５８ヘクタールとなっており、ま

た転作率は４６．４％となっております。 

次に、産地確立交付金が廃止され、水田利

活用自給力向上事業が導入された場合の本市

の影響についてでありますが、現在示されて

いる交付単価を用いて、平成２１年度ベース

で試算しますと、本市の交付金額は平成２１

年度よりも約５億５，２００万円減少し、米

の戸別所得補償モデル事業が実施され、道の

試算と同様に１０アール当たり１万円が交付

されると仮定した場合、この総額は約４億５，

１００万円であることから、総体で約１億０，

１００万円の助成額が減少するものと考えて

おります。 

次に、地域水田農業推進協議会の今後の役

割についてでありますが、農水省から示され

ている現段階の資料では、米・麦･大豆等の作

付確認、電算システムへの入力等の事務につ

いては、国と都道府県、市町村とが連携し、

地域水田農業推進協議会などの機能を活用し

て、地域ごとに役割分担を行うことを基本と

してる程度で、その具体的な役割や内容は明

らかになっていない状況にあります。 
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次に、振興作物についてでありますが、現

在示されている水田利活用自給力向上事業で

は、これまでの産地確立交付金のように、小

麦を初め大豆や野菜などの助成単価を高くす

るなど、地域協議会の創意工夫による、産地

づくりの取り組みができなくなることや、助

成額の減少により農業者の生産意欲の低下な

どが懸念されます。道ではこうした状況を踏

まえ、地域農業の実情を踏まえた制度設計や、

地域の取り組みを踏まえた水田利活用自給力

向上事業の実施など、７項目について道内選

出国会議員や農林水産省へ提案を要請してお

ります。本市も道と同様の考えであり、関係

団体等と連携を図りながら国に要請等を行っ

てまいりたいと考えております。 

次に、行政刷新会議の事業仕分けの対象と

なった農地保有合理化事業の担い手支援貸付

原資などの基金についてでありますが、事業

仕分けの評価結果のとおり基金が圧縮される

と、現在、北海道農業開発公社が実施してい

る農地保有合理化事業で農地を一時取得する

ための資金が減少し、農地の流動化に大きな

影響を及ぼすものと考えております。このた

め、今後の動向把握に努めると共に、農業委

員会などと連携を図りながら、国に要望等を

行ってまいりたいと考えております。 

次に、農業ビジョンについてでありますが、

本市農業は、先人のたゆまぬ努力により築き

上げられた広大な農地を最大限に利用して、

水稲を基幹に小麦・大豆・野菜等を効率的に

取り入れた複合経営などの振興に取り組んで

きたところであります。現在、美唄市農業の

将来を見据えたビジョンの策定に取り組んで

おりますが、来年度から導入予定の戸別所得

補償制度は、農業政策の大きな転換ととらえ

ており、本市農業の将来設計に大きな影響を

及ぼすものであることから、戸別所得補償制

度など国の農業政策の動向を見きわめながら、

農業ビジョンを策定してまいりたいと考えて

おります。 

次に、国営農地再編整備事業についてであ

りますが、本年度は地区調査２年目であり、

土地の現況調査や整備基準の検討、関係機関

との協議などを進めてきたほか、現在、事業

区域の決定に向けて期成会などと調整中であ

ります。今後の予定としましては、来年１月

末までに事業区域を決定すると共に事業計画

案の策定を行い、３月には事業実施に向けた

受益者の仮同意を得ることとしております。 

次に、行政刷新会議による事業仕分けの影

響につきましては、今のところ影響はないも

のと判断しておりますが、まだ最終的な結論

が出ていないことから、今後とも関係機関と

連絡を密にし、情報収集に努めてまいりたい

と考えております。 

次に、事業実施に向けた要望活動等につき

ましては、これまで本事業の円滑な推進を図

ることを目的とし、農協や土地改良区、事業

促進期成会と連携を図り、地区調査の予算確

保や農家負担の軽減、通年施工に伴う所得確

保などについて、国に要望を重ねてまいりま

した。また、先般は道内の地区調整や事業を

実施している１２地区の関係市町村等で構成

する北海道国営農地再編整備事業連絡協議会

で、農林水産省や国土交通省等に事業の必要

性を強く訴え、来年度の予算確保や事業の円

滑な推進などについて要望したところでござ

います。 
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今後とも北海道国営農地再編整備事業連絡

協議会や関係団体などと連携を図り、早期着

手に向け国に要望してまいります。 

次に、受益者の負担軽減対策についてであ

りますが、本市の活性化を図るためには、基

幹産業である農業が、国内外の情勢の変化に

対応しながら安定的かつ持続的な発展を図っ

ていくことが重要と考えております。本事業

は、ほ場の区画や用排水路、農道、暗渠、客

土などを総合的に整備するものであり、農地

の利用集積の促進に加え、生産コスト縮減や

農産物の収量増、品質の向上を図り、農家経

営の安定に必要不可欠な事業であります。ま

た、事業実施に伴う地元業者の元請や下請に

よる地域への経済波及効果も大きく、関連し

て市内企業の受注機会の拡大や雇用の創出、

農業者の働く場の確保につながることが期待

されることから、市の負担につきましては、

財政状況や健全化計画も十分勘案し、４％と

し事業を推進してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、通年施工に伴う所得補償につきまし

ては、来年度から戸別所得補償制度が導入さ

れ、産地確立交付金が廃止となり、新たに水

田利活用自給力向上事業に一本化される予定

となっております。戸別所得補償制度が導入

された場合、国から道内への交付金総額が大

幅に減るとの試算もあり、本事業への交付金

の活用はより厳しい状況になることから、引

き続き通年施工に伴う所得確保について、関

係団体とともに国･道へ強く要望してまいり

ます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君（登壇） 五十嵐議員の

質問にお答えします。 

グリーン･ルネサンス推進事業についてで

ありますが、子どもたちの生きる力を育むた

め、本市の基幹産業である農業のもつ教育的

効果に着目し、地域に根差し、暮らしに学ぶ

という視点から、小学校における農業体験学

習の推進方策について検討することを目的に、

本年１０月、美唄市小学校農業体験学習検討

委員会を設置したところでございます。 

検討委員会では、これまで、先進地である

喜多方市教育委員会から講師として指導主事

を招き、喜多方市小学校農業科の取り組みに

ついて研修を行うなど、２回の会議を開催し、

農業体験学習の検討に当たっての共通理解を

図ったところでございます。 

また、新しい農業体験学習について、広く

市民の皆さんと共に考える機会をつくるため、

１０月１８日に食農教育の研究者である帝京

大学の野田教授を講師として「地域が支える

食農体験と学び」講演会を開催したところで

ございます。研修会では喜多方市で取り組み

を始めた経緯や推進方策、地域理解の必要性

と共に、農業体験学習を通した子どもたちの

変化の様子などを中心に進められたところで

あり、また、講演会においては、農業の体験

と学びを基礎にした食農教育の必要性とその

あり方、学校と地域を結んだ食教育の重要性

など、実践活動に基づいた内容についての講

演をいただいたところでございます。 

今後につきましては、検討委員会において

体験学習のあり方及び推進体制づくり、食農

教育の推進などの農業体験学習の推進方策を

まとめ、実施に向けた具体的準備を進めてい
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くこととしております。今後の農業体験学習

導入スケジュールにつきましては、検討委員

会等の検討結果を踏まえ、平成２２年度にお

いては実施可能な学校から取り組んでいくこ

ととしており、翌平成２３年度からは、今後

策定する規定カリキュラムに基づき、全小学

校で取り組む考え方で進めてまいりたいと考

えているところでございます。 

次に、新型インフルエンザの流行による授

業への影響についてでありますが、１２月９

日現在、学年閉鎖や学級閉鎖を行ったのは小

学校が４校、中学校が３校であり、学校閉鎖

を行ったのは小学校が２校、中学校が３校で

臨時休業の日数は５日間から１０日間となっ

ております。 

授業への影響につきましては、各学校では

学習指導要領に定められている、標準授業時

数以上の授業時数を確保しており、臨時休業

があった場合でもその余裕時数で対応します

が、臨時休業の日数が多く対応できない学校

については、１日の授業時間数を増やしたり、

冬季休業中に授業日を設定することとしてお

ります。 

なお、現時点で冬季休業中に授業を行う予

定は小学校１校、中学校３校となっておりま

す。 

次に、学校跡地利活用についてであります

が、老朽化が著しい旧西美唄小学校は解体撤

去の方向で検討しているところでございます。

旧茶志内小学校、光珠内中央小学校につきま

しては、国の財産処分の弾力化の考え方を踏

まえ、地域の活性化につながるよう、地域の

方々の御意見等を伺いながら、全庁的にその

利活用のあり方についてさらに検討を行って

まいりたいと考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 五十嵐聡議員。 

●３番五十嵐聡議員 それぞれ答弁をいただ

きまして、ありがとうございます。この場か

ら何点か質問させていただきます。 

農業行政について、産地確立対策が廃止さ

れ、水田利活用自給力向上対策がこのまま実

施されますと、市などがこれまで転作作物と

して振興してきた小麦・大豆・野菜など、生

産している農業者は作付けに不安を抱いてお

ります。特に転作率の高い農業者ほど影響を

受けることになり、市として今後どのような

対策を講じる考えがあるのかお伺いいたしま

す。 

次に、国営農地再編整備事業、市の負担割

合４％お示しをいただきましてありがとうご

ざいます。 

次に、北海道国営農地再編整備事業連絡協

議会の設置目的や構成団体、活動内容をお伺

いいたします。 

次に、教育行政について、小学校農業体験

学習検討委員会委員の構成と、それぞれを構

成メンバーとした考え方と、この計画に対す

る学校の反応をどのように受けとめられてお

られるのかお伺いいたします。 

次に、旧西美唄小学校校舎については解体

撤去とのことですが、防犯や防災、環境面か

らもできるだけ早く対応していただきたいと

考えます。解体撤去の経費について試算され

ているのであれば、お伺いいたします。建物

は使用していないと傷みが進みます。他市町

村の事例も参考にして、早い時期に活用して

いただきたいものと考えております。 
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また、旧西美唄小学校跡地については、私

は小学校体験学習で、市内の小学生が利用で

きる畑として拡張したらよいのではないかと

考えます。地域には市の水稲試験ほや宮島沼

も近くにあります。自然環境にも恵まれてお

ります。教育長の考えをお伺いいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 五十嵐議員の質問にお答

えします。 

初めに、戸別所得補償制度についてであり

ますが、転作作物への助成単価が見直される

ことで、農業者の手取りの低下や担い手の営

農意欲の低下が懸念されるほか、転作率農家

ほど影響を受けるものと考えております。こ

のような中で、北海道知事は１１月１８日、

民主党道内選出議員及び自民党北海道代議士

会に対し、水田利活用自給力向上事業の実施

に当たっては、これまでの地域や農業者の米

の生産調整に係る取り組みを踏まえ、米以外

の作物に係る産地づくりに対する現行の水準

を堅持するよう提案要望したところであり、

農林水産省では、平成２２年度に限り、別途

対策を講じる動きがあるとの情報があります

ので、本市としては農協などと今後の対応に

ついて検討を進め、国に要望等を行ってまい

りたいと考えております。 

次に、北海道国営農地再編整備事業連絡協

議会についてでありますが、本協議会は道内

の国営農地再編整備事業及び関連事業の円滑

な推進を目的として、平成５年度に設立され

たもので、現在１２地区の関係市町村及び農

協や土地改良区などの関係団体で構成されて

おります。活動内容につきましては、事業の

推進のための予算確保などの国等に対する陳

情･要望を始め、各地区の情報交換や会員相互

の研修などを行っております。 

今後とも、協議会を中心に事業の円滑な推

進に向けて、取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 五十嵐議員の質問にお

答えします。 

初めに、小学校農業体験学習検討委員会に

ついてでありますが、この検討委員会は２０

人以内で組織することとし、学校関係者、行

政関係者、農業関係者、学識経験者等で構成

しております。具体的に申しますと、学校関

係者としては美唄市校長会から２名、小中学

校から教職員２名、幼稚園、高等学校、地元

専修短大から各１名、行政関係者として市農

政部、農業委員会、教育委員会から各１名、

農業関係者としましては、美唄市農協、峰延

農協、空知農業改良普及センター、北海道指

導農業士から各１名、学識経験者等として２

名の合計１６名の構成となっております。委

員構成の考え方につきましては、学校現場の

意見反映や幼稚園、小学校、中学校、高校に

おける学びの連続性、地元高校や大学の高等

教育との連携などと共に、地域や関係団体・

機関の支援など、全市的な推進体制づくりを

ねらいとしているところでございます。 

次に、学校関係者の本事業に対する考え方

でありますが、農業体験学習を体験的に進め

る意義や考え方については、基本的に理解を

いただいているところでありますが、今後と

も、各学校現場の意見等を基本に小中学校規

定カリキュラム編成委員会、農業体験学習検
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討委員会の相互の連携を図りながら、美唄ら

しい農業体験学習のあり方について十分な検

討を重ね、共通認識を図るなど、教職員の理

解を深めてまいりたいと、このように考えて

おります。 

次に、学校跡地利活用についてであります

が、旧西美唄小学校の解体撤去に必要な経費

は、概算で２，６００万円と試算しており、

厳しい財政状況の中にあって、財源の確保が

課題となっているところでございます。 

教育委員会としましては、子どもたちが１

日の大半を過ごす学校の安全・安心を確保す

るため、学校の耐震化を最優先課題として取

り組むこととしてきたことから、旧西美唄小

学校の解体撤去につきましては、財源対応や

跡地の利活用も含め、さらに検討を進めたい

と考えているところでございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

４番、高田正則議員。 

●４番高田正則議員（登壇） 平成２１年第

４回定例会に当たり、大綱３点につきまして

市長及び教育長に質問させていただきます。 

大綱１点目は、中心市街地活性化について

市長にお伺いいたします。 

その１点目は、道営住宅の進捗状況につい

てであります。中心市街地に建設が予定され

ております道営住宅は、市民にとって大変関

心が高いものと思われます。建設に関する現

在の状況と建物の概要、入居時期を含めた今

後の見通しについてお伺いいたします。 

その２点目は、まちなか交流広場について

であります。中心市街地の活性化を図る施策

の１つとしてまちなか交流広場の造成が行わ

れ、本年７月から利用できるようになり、買

い物客等への利便性も高まるなど、今後の広

場の利活用に大いに期待をしているところで

あります。 

そこで、１つとして供用開始後の利用状況

について。 

２つとして、現在広場には夜間照明もなく、

暗がりの中利用される市民のために、利便性

の上からさらに防犯上対策が必要と考えられ

ますが、この点についてのお考えをお伺いい

たします。 

３点目は、市民ふれあいサロンについてで

あります。この度、コア美唄内の一角に市民

ふれあいサロンが設置されたところでありま

すが、サロンを設置した目的や設備の概要、

開設後の利用条件についてお伺いいたします。

また、このサロンと中心市街地の活性化との

かかわりをお伺いいたします。 

大綱２点目は、ＣＯ２削減対策についてで

あります。本年９月の国連総会の一環として

開かれた気候変動首脳会議において、日本の

ＣＯ２排出量を１９９０年比で２０２０年ま

でに２５％削減することを目指すという表明

がなされ、世界各国から評価されており、今

後、削減に向けた具体的な方針が打ち出され

ることと考えます。また、近年地球温暖化に

よる異常気象や、それに伴う災害、さまざま

な現象などを目の当たりにしたとき、ＣＯ２

削減は地域としても早期に取り組むべき課題

であると考えます。市においても現在策定し

ている環境基本計画の中でＣＯ２削減の方向

性や、市民、事業者と一体となった取り組み

などが示されるものと考えているところであ

ります。そこで、ＣＯ２削減対策についてお
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伺いいたします。 

１点目は、市のＣＯ２削減の取り組みにつ

いてでありますが、先日の同僚議員の質問に

対する市長の御答弁で理解できましたので、

割愛させていただきます。議長においてお取

り計らいをお願いいたします。 

２点目は、「クリーンラーチ」についてであ

ります。先日、同僚議員の質問がございまし

たが、視点を変えて改めて質問させていただ

きます。森林、樹木を増やすことはＣＯ２削

減のために有効な手段であると考えます。特

に、美唄にあります道立林業試験場で開発さ

れたＣＯ２吸収率が高い「クリーンラーチ」

は、その点で大きな可能性を持つものである

と考えますが、「クリーンラーチ」の特性と活

用、普及について市長の考えをお伺いいたし

ます。 

３点目は、木質バイオマスの活用について

であります。間伐材や倒木、建設廃材などを

ごみにするのではなく、エネルギーなどとし

て利用する木質バイオマスの活用も、今後地

域で取り組むべき課題と考えますが、どのよ

うにお考えか市長にお伺いいたします。 

４点目は、グリーン・ニューディールにつ

いてであります。グリーン・ニューディール

の考え方として、環境技術や製品の開発など

への投資を促進し、ＣＯ２排出量の抑制を図

ると共に、環境関連産業の振興を通じて、新

たな雇用を生み出すということがあると考え

ます。本市では新エネルギービジョンに基づ

き、雪の冷熱エネルギーの利活用を中心に先

進的な取り組みを進めてきており、一方で、

空知団地活用の課題もあります。そういった

観点から大規模食糧備蓄基地の誘致を図るこ

とは、新たな雇用の創出にもつながることか

ら、より一層推進すべきと考えますが、市長

の考えをお伺いいたします。 

５点目は、学校施設における太陽光発電に

ついてであります。太陽光発電はＣＯ２を排

出しないクリーンなエネルギーであり、ＣＯ

２削減に有効な手だてと考えますが、環境教

育の教材としての活用が可能な学校施設への

太陽光発電の導入について、また、その教育

効果について教育長にお伺いいたします。 

大綱３点目は、８０２０運動についてであ

ります。１点、フッ素塗布・フッ化物洗口に

ついてお伺いいたします。８０２０運動は厚

生労働省や日本医師会で推進しており、満８

０歳で２０本以上の歯を残すことを目標とす

る運動であるとお聞きしております。道民の

歯・口腔の健康状態は全国的に見て悪い状況

にあるところから、北海道においては、本年

「北海道歯・口腔の健康づくり８０２０推進

条例」が制定され、幼児期からフッ化物洗口

で虫歯予防を推進するとお聞きしているとこ

ろであります。すでに道内には虫歯予防のた

め幼児期からのフッ化物洗口を実施し、成果

を上げている自治体もあるとお聞きしており

ます。そこで、フッ素塗布・フッ化物洗口の

現状とこれまで８０２０運動にどのように対

応されてこられたのか、また、「北海道歯･口

腔の健康づくり８０２０推進条例」が制定さ

れたことに対する今後の対応について、市長

及び教育長にお伺いいたします。 

以上この場からの質問を終わらせていただ

きます。 

●議長内馬場克康君 ただいま高田議員の発

言にありました質問項目の取り下げにつきま
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しては、議長において措置いたします。 

市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 高田議員の質問

にお答えします。 

初めに、中心市街地活性化について、道営

住宅の進捗状況についてでありますが、道で

は現在実施設計を進めているところであり、

事業の概要につきましては、建設位置は旧市

営中央駐車場とし、建物の構造規模は鉄筋コ

ンクリートづくり５階建て、建設戸数は子育

て支援住宅やシルバーハウジングを含め３９

戸の整備と伺っております。今年度は、第１

期工事として集会室とエレベーターを含めた

１棟１９戸を、平成２２年３月に発注し、平

成２３年３月に完成した後、入居を開始する

こととなり、その後、第２期工事を行う予定

と伺っております。 

次に、まちなか交流広場についてでありま

すが、この広場は中心市街地におけるにぎわ

いの創出を図るため、イベントや買い物客等

の一時的な駐車スペースなどを整備し、市民

の皆様に利用していただくよう本年４月から

敷地の造成を行い、７月１日から供用を開始

したところであります。供用開始後において

は、イベント区域で事業所の従業員交流会や

秋祭りなど昼夜利用されており、また、有料

の駐車区域においても、現在２０区画のすべ

てが利用されている状況にありますが、利用

者からは夜間の利用の際に暗くて足元が見づ

らいといったお話を聞いてるとこであります。

このため、市といたしましては利用者の利便

性を高め、防犯対策の向上を図る観点から、

今後、街灯の設置に向けて検討してまいりた

いと考えております。 

次に、市民ふれあいサロンについてであり

ますが、このサロンは商店街のにぎわい創出

を図ることを目的に、高齢者の方を初め市民

の皆様が気軽に立ち寄り、休憩や憩いの場と

して利用いただくことや、ミニイベントなど

ができる場として、１１月１日からコア美唄

内の空きスペースを活用し、市民ふれあいサ

ロンを開設したものでございます。 

サロンは、約４０坪のスペースにベンチや

テーブル、１０畳敷きの座敷を配置したほか、

日常の健康管理に役立てていただくための血

圧計や雑誌、図書類などを用意し、訪れた方

が自由に使えるようにしております。また、

学校やサークル活動などの作品を展示できる

ギャラリーコーナーを設けたほか、各種サー

クル団体や商業者、行政などからのお知らせ

掲示板を備えており、このサロンは多くの方

に御利用いただいております。 

また、最近では小学校の絵画展や、ＪＡ美

唄女性部による収穫祭なども開催されており、

利用に関する問い合わせも数多く寄せられて

いるところであります。 

市といたしましては、今後、高齢者を対象

とした貯筋体操や、一般の方を含めたミニ健

康講座なども行うこととしており、さまざま

なイベントを開催することにより多くの人が

集まり、にぎわいの創出に努め、中心市街地

の活性化につなげてまいりたいと考えており

ます。 

次に、ＣＯ２削減対策について、「クリーン

ラーチ」についてでありますが、「クリーンラ

ーチ」の特性としては、成長がカラマツより

約５年早く、野ネズミによる食害や風雪害、

病害虫に強いほか、二酸化炭素吸収率がカラ
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マツに比べ７％から２０％高いことから、温

暖化防止に一定の役割を果たすものと認識し

ており、この活用方策については、環境基本

計画に盛り込む方向で検討してまいりたいと

考えております。 

市としては、この苗木の生産量の推移を見

ながら、道立林業試験場と連携しながら、市

有林を含めた市内山林への植栽を促進するな

ど、「クリーンラーチ」の普及に努めてまいり

ます。 

次に、木質バイオマスの活用についてであ

りますが、石油や石炭などの化石燃料にかわ

る燃料として、間伐等により発生する端材や

防風林の倒木、建設廃材等を利用した木質バ

イオマスは、二酸化炭素削減の有効な手段の

１つであります。 

本市においても、木質バイオマスによる暖

房システムを導入した施設等がありますこと

から、利用実態や他市の取り組み状況、普及

方法などについて調査研究してまいりたいと

考えております。 

次に、グリーン･ニューディールについてで

ありますが、本市の資源や特性、さらには既

存の産業施設の活用という視点を踏まえ、雪

エネルギーに着目し、市として平成１１年に

美唄市大規模冷温食糧備蓄基地構想を策定し

たところであります。この構想を推進するた

め、市や商工会議所、農協などの関係団体か

らなる「美唄市大規模冷温食糧備蓄基地構想

推進協議会」を設立し、「北海道大規模長期食

糧備蓄基地構想推進協議会」と連携を図りな

がら、これまで国や道などに対し、食糧備蓄

基地の空知団地への立地について要望を行っ

てきたところであります。食糧の自給率の向

上や温暖化対策への対応が我が国の課題とな

っている中で、雪の自然冷熱エネルギーを活

用した食糧備蓄基地は、食糧の安定供給や温

室効果ガスの削減に寄与することはもとより、

雇用の創出など、地域経済の活性化にもつな

がることから、こうした効果を明らかにし、

関係団体とも連携を図り、今後ともその実現

に向けて努力してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、８０２０運動について、フッ素塗布・

フッ化物洗口についてでありますが、市民の

皆さんが健康で充実した生活を送っていく上

で、歯や口腔の健康管理は大変重要なものと

考えております。市におきましては、現在フ

ッ素塗布やフッ化物洗口については実施して

おりませんが、乳幼児健診によるブラッシン

グ指導などのほか、１歳６カ月健診や３歳児

健診時を初め、保育所においても定期的に歯

科健診を実施し、虫歯や口腔疾患の早期発見

に努めているところです。 

また、市においては、美唄ヘルシーライフ

２１計画の中に８０２０運動の推進を掲げ、

その一環として、美唄歯科医師会で平成１３

年度から毎年実施している「高齢者の歯のコ

ンクール」を支援すると共に、本年度は北海

道から「口腔機能向上従事者拡大モデル事業」

として北海道歯科医師会から歯科衛生士の派

遣を受け、介護予防教室の中で高齢者の口腔

機能向上を図るなど、生涯にわたる歯及び口

腔の健康づくりに取り組んでいるところであ

ります。 

このような中、本年６月、北海道において

フッ化物洗口の普及と効果的な歯科保健対策

の推進などが盛り込まれた「北海道歯・口腔
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の健康づくり８０２０推進条例」が制定され

たところであり、市町村が取り組むガイドラ

インが年度内に示される予定と伺っておりま

す。 

市としましては、このガイドラインを踏ま

え、今後とも関係機関との連携を図りながら、

必要な対策を講じてまいりたいと考えており

ます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君（登壇） 高田議員の質

問にお答えします。 

初めに、学校施設における太陽光発電につ

いてでありますが、今年度、国の経済危機対

策の一環として学校施設における耐震化、エ

コ化、ＩＣＴ化などを一体的に推進するスク

ールニューディール構想につきましては、国

において予算化されたことを受け、本市とし

ても学校施設の耐震化、地上波デジタル放送

用テレビの購入、庁内ＬＡＮの整備などにつ

いて取り組むこととしたところでございます。

太陽光発電については、当初、今回の取り組

みに合わせ事業申請いたしましたが、国の段

階で、事業申請額が予算の総額を大幅に上回

り、各自治体への補助配分額が減額されたこ

ととなったため、学校における耐震化やＩＣ

Ｔ環境の整備を優先し、実施を見送ったとこ

ろでございます。 

次に、学校における太陽光発電導入の考え

方についてでありますが、低炭素社会の実現

に向けて、学校、地域にわたる環境エネルギ

ー教育に活用できるほか、再生可能エネルギ

ーの積極的活用を、ＣＯ２削減効果、学校の

電気代の節約など、具体的な効果が期待でき

るものですが、現状では導入コスト面で課題

があるため、環境教育としてはＤＶＤ等の教

材を活用しながら対応しているところでござ

います。太陽光発電については、今後の環境

教育を進める上で、教材としての教育効果が

あると考えておりますが、導入のための財源

確保などの課題もあることから、費用対効果

等の検証を含め、さらに調査検討してまいり

たいと考えております。 

次に、フッ素塗布・フッ化物洗口について

でありますが、現在、市内幼稚園や小中学校

における歯・口腔の健康づくりにつきまして

は、幼稚園と一部の小学校において給食後な

どに歯磨きの取り組みを行っているところで

ございます。北海道では「北海道歯･口腔の健

康づくり８０２０推進条例」に基づき、市町

村がその役割に応じて、効果的に歯･口腔の健

康づくりの推進に取り組む上での基本となり

ますガイドラインを、今年度中に策定するこ

ととしております。 

今後の対応につきましては、ガイドライン

により、フッ素塗布・フッ化物洗口などにつ

いて具体的な内容が示されることとなってお

りますから、他市等の取り組みを含め、その

内容を検討し、関係機関との連携を図りなが

ら、子どもの歯と口腔の健康づくりに向けて、

必要な対応に努めてまいりたいと考えており

ます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 高田正則議員。 

●４番高田正則議員 一通りお答えをいただ

きまして、ありがとうございます。自席から

２点、市長に再質問させていただきます。 

１点目は、「クリーンラーチ」についてであ
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りますが、「クリーンラーチ」は、ＣＯ２削減

対策上、非常に有効なものでありますが、木

材としての商品価値についてお伺いをいたし

ます。 

また、現在苗木の生産量が不足していると

いうことでありますが、苗木生産の見通しに

ついてお伺いをいたします。 

２点目は、グリーン・ニューディールにつ

いてでありますが、本市では、これまで公共

事業で多くの雇用を支えてきておりましたが、

公共事業の大幅な削減を余儀なくされる中、

雇用の確保は現在最も緊急を要する課題であ

ると考えます。グリーン・ニューディールの

考え方を基に地域の資源を生かした環境ビジ

ネスや、雇用拡大に関する将来ビジョンを打

ち出すことも必要かと考えますが、見解をお

伺いいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 高田議員の質問にお答え

します。 

初めに、木材としての「クリーンラーチ」

の商品価値及び苗木生産の見通しについてで

ありますが、「クリーンラーチ」の木材として

の商品価値等は、幹の曲が少ないため製材と

しての歩留まりが良く、カラマツが約３０年

で木材として利用できるのに対し、約２５年

で利用できる点、また、強度も高いという点

などが挙げられます。 

次に、苗木生産の見通しでありますが、苗

木生産は北海道山林種苗協同組合が担ってお

り、供給計画では平成２２年秋から３万２，

０００本、平成２３年に同じく３万２，００

０本予定されておりますが、道内各地で需要

が多いことから、道では苗木の生産体制につ

いて検討中であると伺っております。 

次に、グリーン･ニューディールについてで

ありますが、グリーン・ニューディールは太

陽光や風力、雪冷熱などの自然エネルギーの

活用を図り、景気浮揚と雇用創出を目指すも

のと承知しており、今後の経済発展のあり方

として大変重要と認識しておりますので、現

在策定予定の新たな産業振興の指針となる産

業振興計画において、具体的に検討してまい

りたいと考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

２番、森川明議員。 

●２番森川明議員（登壇） 私は平成２１年

第４回定例市議会に当たりまして、大綱５点

に市長、教育費に質問したいと思います。 

１点目ですけれども、鳩山首相の所信表明

演説と障がい者雇用状況についてです。１０

月の鳩山首相の所信表明演説について本当に

身近に感じると共に、特に「居場所と出番の

ある社会、支え合って生きていく日本」にお

ける「人の笑顔がわが歓び」であるという事

で、日本理化学工業株式会社の経営方針、チ

ョーク製造に働く７割の障がい者が一生懸命

に働いている、この姿、障がい者も高齢者も

難病の患者さんも人間は人に評価され、感謝

されてこそ必要とされ、幸せを感じると。こ

の社長の話を切々と語っていましたが、感動

いたしました。この件については、参議院代

表質問に民主党の輿石東議員もマニフェスト

友愛社会の中で話しておりましたし、衆議院

の予算委員会では社民党の阿部知子議員も障

がい者権利条約の中で同様に感動したと話し

ておりました。その工場が美唄にあるのです。
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早速アポを取りまして会社を訪ねてみました。

あいにく社長不在でしたけれども、サブマネ

ージャーの佐藤さん、大変若い方でしたけれ

ども対応していただき、わざわざ工場内を見

学をさせてもらったと。私も大変恐縮をした

わけです。日本理化学工業株式会社は本社川

崎市と美唄に２つの工場があり、ホタテ貝殻

を使ったダストレスチョークを製造しており、

社団法人全国重度障害者雇用事業所協会の会

員でもあります。２１名の知的障がい者が懸

命に働いており、入り口、廊下の壁には写真

がパネルになって優秀者ということで飾って

ありました。従業員個々の励みになっている

そうです。チョーク工場は全国には８社があ

ると。学校の統廃合により需要の低下、さら

に全国事業仕分けにも取り上げられた電子黒

板の普及等、向かい風が強い立場にあります

が、ダストレスチョークを１日２，０００箱、

１万４，０００か、１万５，０００本作って

いるということです。ホタテ貝のチョークは

なめらかで書きもよく、全国の小学校を中心

に年間５，５００万本使われ、貝殻チョーク

はその中で３割を占めている。他に道路の白

線にも混ぜて滑りにくくし、チョークのはね

品を再利用されている。むだは全くないとい

うことです。福祉のまちを標榜する市長もこ

の鳩山所信演説には感銘を受けたことでしょ

う。率直に感想を聞かせていただきたいと思

います。 

次に、今日、障がい者の解雇が世界同時不

況の影響で急増しております。昨年度１１カ

月全国で２，２３３人にも達し、６年ぶりに

２，０００人を超えました。障がい者を解雇

をした企業はハローワークに届け出る義務が

ありますが、厚労省によりますと、就職件数

は昨年４月から今年２月まで３万９，５６９

人と前年同期比２．７％も減っております。

近年は１０％伸びていたんですけれども減少

に転じたと。まさに危機感を強めている現状

なんです。そこで、市において障がい者の雇

用状況、それと働きかけの現状をお伺いいた

します。 

２点目は、市の畜産の振興についでです。

本市の畜産につきましては、ほとんど力を注

いでいない現状と言っても過言ではありませ

ん。立地条件から見ますと、畜産は有望でも

っと働きかけを強める必要性のある、こうい

う観点から質問をいたします。 

北海道の農業は、輸入農畜産物の競合など

から価格低迷が続いてきましたけれども、そ

れでも農業総生産額は、１兆円を維持してる。

特に食の多様化によって畜産物の需要の増加

が大きな役割を果たしております。 

なぜ、畜産振興かと申しますと、過日開催

をされましたシンポジウム、日暮美唄を思う

交流会長が畜産の必要性を訴えておりました。

実はここに基調講演のレジュメがあるんです

けども、この内容を見ますと、プリントには

触れられていないんです、畜産については。

私のメモには、記されていました。当日、葬

儀の手伝い等もありまして、途中で残念なが

ら退席をしたわけですけれども、畜産を加え

ることでお互いに知恵を出し合い、経営の複

合化、多角化、可能となり、美唄の地産地消

の上で畜産はプラスになるという発想だと思

います。そう言っておりました。全く同感で

す。実は今回質問に当たりまして、一体全国

のあるいは全道の現在の畜産の現状を知るべ
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く道庁畜産振興課を訪ねました。お昼休みだ

ったんですけれども適切に懇切丁寧に説明を

受けたことを、これまた大変に恐縮をいたし

ました。ここに多くの資料をいただいてきま

した。北海道の酪農・畜産をめぐる現状と課

題、これ一つひとつ目を通して分析をしてみ

たんですけども、膨大な資料だけに大変だっ

たという面もありますが、ただ、言えること

は、北海道は全国最大の畜産生産規模を誇っ

ており、生乳生産シェアは、いわゆる牛乳の

生産シェアは全国の約５割を占めてる。その

用途は約４分の３が乳製品志向であると。そ

して、畜産に本当に力を入れてますよという

状況がこの中で浮き彫りになっております。

牛についても１０年に比較をしてみますと、

後継者難ということで、戸数は大幅に減って

いるんですけれども、飼養頭数は横ばいで推

移をしてると。こういう現象は実は全国、道、

そして、空知支庁にも見られると、こういう

ことです。豚も似たような状況です。綿羊は

戸数、あるいは飼養頭数も大幅に減っており

ます。道で実は市町別データまではわかった

んですけれども、各市町村の状況はわかりま

せん。そこで、後日農水省の農政事務所で市

町村の姿、実態、これを知ることができまし

たけれども、美唄市の現状にははっきり言う

とびっくりいたしました。畜産、養蚕という、

そういうエリアの中で乳用の牛、いわゆる乳

牛が１戸、１戸ですよ。そしてＸ頭、これは

データ１戸の場合ははっきり何頭ちゅうの出

てきませんから、Ｘ頭。牛は４戸で 50 頭、豚

ゼロ、鳥もゼロ、ブロイラーゼロ、もちろん

養蚕もゼロと。こういう実態なんです。ほと

んどデータにあらわれていないと言っても過

言ではございません。特に農水省でいろいろ

お聞きいたしますと、道同様に畜産振興を強

調しておりますし、それは国民の所得水準の

向上によって、多様化と合わせて畜産物消費

も先ほど言いましたように年々拡大している

ということで、時系列を見てみますと、わが

国の畜産物の国内自給率は全国で５３％、乳

牛６８％、卵９６％になっており、安心して

食べられる畜産物として生産者や生産団体が

一体となって生産の履歴の管理、いわゆるト

レーサビリティに農水省は取り組んでおり、

各自治体も畜産振興に積極的な取り組みをい

うことを申しておりました。 

質問をこういろいろ整理をしている中で、

ふと思いついたのは実は、昭和３８年ごろま

でですか、農家は馬の時代でした。えさとし

ては当時は配合飼料なんちゅうのはありませ

んから、稲わらを押し切りっちゅうのでこう

砕きまして、切りまして、えん麦混ぜて与え

ていたという状況です。どこの家にも家畜馬、

綿羊、やぎ、にわとりを飼っており、牛も豚

も飼っていた農家が多かったわけです。世話

等には大変に手間もかかりましたけれども、

品評会等もありまして、何かこう生活に幅が

当時はあったんでないかと、そういう感じを

しておりますけれども、今機械化の時代です。

共同化の時代です。こういう実態を見てみま

すと、目の当たりにいたしまして、畜産との

触れ合いが非常になくなったと、残念に思っ

ております。畜産は家畜からもらった養分を

土に返せば、農薬や化学肥料をまかなくても

自然と人をつなぐという素晴らしい仕事なん

です。有機農業も実践できますし、連作地、

耕作放棄地の利用、市の山、時々クマが出る
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ということで、これ大変な実態もあるわけで

すけれども、有効的な活用によってアスパラ

とかハスカップとか、チーズ、アイスクリー

ムとの付加価値を高めていく。まさに地産地

消、食育、愛食運動が定着できるのではない

でしょうか。市の畜産の現状と将来に向けて

の大きな視野に立って、どう取り組むのか、

その点をお伺いをいたしたいと思います。 

３点目は、主要国道１２号線峰延道路・茶

志内道路の４車線化整備状況であります。今

から２年８カ月前、平成１９年の３月末に道

開発局は事業名を一般国道１２号線峰延道路

の名称で新規事業化が公表されました。内容

は美唄市進徳から三笠市の岡山まで、スーパ

ーイオンの付近まで延長、途中舗装になって

いる４車線の区間もありますから、それを除

く６．３キロ区間の４車線化が国により整備

されることになり、総事業費が９９億円の見

込みで２６年度供用を目指し、平成１９年度

から事業化され、そのうち美唄市内のみの延

長５．２キロは２０年度から一部が工事が着

工されると、そういう計画であったわけです。

これがまた優先順位が低いのか、さっぱりわ

かりませんけど進んでおりません。平成１９

年度予算は、たしか１億円が予算化されてき

てると。用地買収、設計協議などが行なわれ

てる。整ったところから着工というものでし

たけれども、道路内容につきましても、現在

の片側１車線化３．５キロ、片側２車線７メ

ートルで、両側１４メートルとなる。歩道部

は両側につき３．５メートルとする計画。中

央分離帯も設置すると。大きな構造物として

はＪＲの函館本線の光珠内跨線橋があります。

昭和２３年全国に改築を予定してますよと。

日本一長い直線道路２９．２キロはそのまま

維持をしていくと。そこで、岩見沢までの所

要時間は７分も短縮をされて、２６分になる

という構想でした。 

また、茶志内道路は平成１９年１２月にハ

イテクセンター付近の２００メートルが４車

線化供用開始となり、２０年３月には癸巳町

付近７００メートルを予定。これにより茶志

内方面は２車線化は３．４。平成２０年度も

順次工事を進めるという札幌開発建設部で言

っていたんですよ。ところが、現在は、茶志

内道路は進んでいるようですけれども、峰延

道路については遅々として進んでいない。峰

延地区の用地買収については、沿線地権者と

の合意が当然必要ですけれども、峰延地区は

御承知のように豪雪地帯で道路幅が狭いため

に雪の投げ場がなく、住宅等大幅に移転させ

なければならないと。中心街は、月形方面、

三笠方面の車の往来も激しく現在のままでは

拡幅４車線は危険も伴ってる、こういう状況

にあるわけなんです。 

さらに、現在国交省は国道１００カ所の建

設凍結を検討中ということです。道内も直接

道路事業、国道事業、６０カ所の３分の１、

２０カ所がかなり先の見通しとなってる。凍

結対象の可能性が調査では強いわけで、先日

の事業仕分けで道路整備事業１兆２，３３２

億円の概算要求に対して、事業評価が減額化

や道路構造に柔軟化などにより、見直しを要

求をされております。９９億という予算の投

入。平成２６年度供用からして、わずか８％

の進捗率との報道もありますが、どのように

市は開発局から報告を受けているのか、お尋

ねをいたします。併せて茶志内道路の進捗状
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況の今後の見通しもお伺いいたします。 

次に、都市計画の用途地域についてです。

現在の用途地域、これは美唄市街地と茶志内

の中核工業団地の２カ所と伺っておりますけ

れども、用途地域が指定されると都市計画税

の０．３％の受益者負担があります。峰延地

区は過疎化が進み指定される条件ではありま

せん。この用途地域指定と国道１２号線４車

線拡幅、この関連性があるのかと、その点に

ついてもお伺いいたします。 

４点目は、学校、図書館の司書についてで

す。学校司書につきましては、子どもの活字

離れが深刻な時代となっている。中学生では

塾や部活動に加え、テレビゲームやインター

ネットの普及等で影響しまして、読書時間が

小学生よりも比較すると中学生が少ない。こ

ういうデータが出とります。教育委員会も力

を入れている朝の読書会、４校が実施をされ

まして、中央小学校の実態がメロディーにも

掲載されていました。今後、全校指定に向け

さらなる努力が必要です。 

過日の事業仕分けの中でも子ども読書推進

事業と子ども夢基金に対し、読書活動を進め

るためのネットサイト運営は国が行うことで

なくして、地方がやるべきだという意見も出

されました。この推移をやっぱり見守らなけ

ればなりませんが、このような状況下の中で

専門知識を持つ学校司書の増員、これが不可

欠であるという、これは全国的にそういう意

見があるんです。そこで、司書の状況を調べ

てみましたところ、専任の学校司書は道内の

中学校はわずか過去５％であると。全国平均

が４０％ですので、８分の１という低水準に

あるわけです。市の学校には図書司書資格、

司書資格ですけども、ある方は何人おられる

のですか。また、学校は配置の義務づけがあ

るのかどうか、この観点に立ってお伺いをい

たします。 

次に、図書館司書についてです。年間６億

５，０００万点、人口１人当たり５点、これ

は公立図書館で貸し出される本や資料の数で

す。公立図書館の数は全国で３，１０６館、

１５年前と比較して貸し出し点数というのは

実に２倍になっています。しかし、逆に予算

面を見てみますと、平成１１年は３６８億円、

９年後の平成２０年度は３１３億円、５３億

円も減っているんです。図書館を支える職員

のうち司書の割合は約５割だと。司書がいな

い公立図書館はなんと３５％にもなっている。

それも臨時職員だとか派遣など、非正規の雇

用が職員の６割も占めているというデータが

出とります。 

隣の岩見沢市、これは臨時を除きまして栗

沢・北村・第１小学校図書館を含めて４つあ

るんですけれども、ほとんどが司書の資格を

持っているということでした。専門性やサー

ビス向上に努めているということで、岩見沢

市の場合はなにしろ人口は美唄より３倍以上

ですし、世帯数、児童生徒数も多く、また図

書館の蔵書数も多いと。一概に比較はできな

い難しい点もありますけれども、そういうの

が実態ということです。 

そこで、市の図書館の実態と司書に対する

考え方をお伺いをいたしたいと思います。 

最後の５点目ですけれども、教員免許６年

制、いわゆる修士についてです。教員免許の

有効期間を１０年とし、更新の際の講習を義

務づけていた教員免許更新制は本年度から始
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まり、大学での講習が行われましたが、評判

が悪く、いいという話はほとんど聞かれませ

ん。教育長、この点については、恐らく耳に

してるんではないでしょうか。文科省のまと

めでは道内の対象者は４，０００人。大学は

札幌圏が中心ですけれども、定員に満たない

講習も数多く見られた。受講者は自分の講習

を受ける事のできる大学を自分で探す事がで

き、しかしながら、受講料や旅費や宿泊費、

これが自己負担だと。３万円は確実にかかる

と申しております。大変ですね。この制度、

さらに学校の管理職や教育委員会の幹部、こ

れは講習が免除されてると、そういう特例が

あるんです。 

昨年のあの大きな揺るがした社会問題とな

った大分県教育委員会の汚職事件、ひどいも

んですよ。この主役は校長や教頭、そして教

育委員会の幹部、まだ余韻が残っております

けれども、むしろ資質向上をしなければなら

ない。そうであればです、現場の教員よりも

学校管理職や教育委員会の幹部が講習を受け

るべきでなかったか。私は思っていました。

ちょっと皮肉っぽい表現になりましたけれど

も。 

しかし、制度は短命で平成２２年度からは

廃止の方針です。昨日もテレビ、「たかじんの

そこまで言って委員会」で教育問題を取り上

げておりましたけれども、好き勝手なこと言

ってましたね。教育に対する、しかし、批判

というのがすごいなというのは、やっぱり実

感として受けとめました。それとは別にです

けれども、私の質問というのは、あえて教育

長の立場で考えを聞かせていただきたいなと

思うのは、文科省が教員免許取得の条件を現

在の４年生から大学院修士課程の２年を加え

た６年制にするという、この構想に対してで

す。政権交代した民主党のマニフェストにも

６年制とし、養成と研修を充実を図るとあり

ます。しかし、現在の短期大学、いわゆる２

年制ですけれども、そこで２種の教員にもな

れるわけなんです。私は率直に言って６年制

はちょっと長すぎるんでないかと思っていま

す。２年延長ということになれば、大学院卒

までの授業料の負担、それと短期大学の２年

制との４カ年間の開きは、その整合性がどう

なるのか。さらに今まで獣医師も４年から６

年になりました。薬剤師も今後４年から今、

２年間卒業生がゼロという薬科大があるよう

ですけれども、６年になりました。さらに農

業改良普及員、現在は農業普及指導員と呼ん

でおりますけれども、その資格も大学卒で４

年、大学院卒で２年、実務経験が必要となっ

てきたんです。ものすごく、あえて常識の不

適切かどうかあるんですけれども。高学歴化

が急速にあらゆる分野で進んでいるんです。

この件につきましては、中央審議会で十分に

検討すべきでありますけれど、あまり拙速に

進むべきでないとは思っていますけれども、

教員の力量を高めるためには高度の教育を身

につける、これも重要ですけれども、学校の

実践を通した研さんが効果的である。国民の

理解が得られるというのは何よりも慣用です

けれども、教育長、内部でもまだ十分なる協

議はされていないと思慮されますけども、こ

の点ひとつお伺いをいたしまして、私の質問

を終わりたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 森川議員の質問
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にお答えします。 

初めに、鳩山首相所信表明演説と障がい者

雇用状況について、演説に対する感想につい

てでありますが、去る１０月２６日の臨時国

会において行われた鳩山首相の所信表明演説

の中で、障がい者雇用に関し、日本理化学工

業の具体的な事例に触れられており、私とし

てはそのことから鳩山首相が考える友愛政治

の根幹に、弱い立場の人々や少数の人々への

温かいまなざしがあることを強く受けとめた

ところであります。私も過日、日本理化学工

業の川崎工場を視察させていただき、知的障

がい者の方々が熱心に働いている姿に心を打

たれ、また社長からお伺いした「会社とは社

員に働く幸せをもたらす場だと思います。」と

いう言葉にも深く感銘を受けました。全国の

注目を集めたこの会社の工場の１つが本市に

あることは私としても大変誇りに感じている

ところであり、障がい者の方々の雇用に関し

て、積極的に取り組んでいくことが必要であ

るとの決意を新たにしたところであります。 

次に、市の障がい者雇用状況についてであ

りますが、ハローワーク美唄に登録されてい

る市内居住の障がい者数は、本年１０月末現

在で３２３人となっており、そのうち１８５

人の方が市内外の事業所で雇用されておりま

す。その内訳といたしまして、身体障がいの

方が３５人、知的障がいの方が１４１人、精

神障がいの方が９人となっております。現在

景気の低迷により、障がいのある方々の雇用

環境は厳しい状況となっており、障がい者が

自立していく上で就労支援が重要と考え、本

市におきましては、本年度、地域活性化・経

済危機対策臨時交付金を活用し、障がいのあ

る方が職場の作業環境に適応できるよう、日

本理化学工業株式会社美唄工場の協力を得て、

４名の方の職場適応訓練を８月から１０月に

かけて実施し、訓練後において１名の方が正

規雇用となったところであります。 

また、障がいのある方の就職までのつなぎ

の取り組みとして、ＪＲ美唄駅周辺の花壇整

備や、草花の植栽作業などを事業として取り

入れたところであり、就労につながる一定の

効果があったとの意見をいただいたところで

あります。 

このような中で、障がい者の方の就労を促

進するため、１１月１９日に北海道労働局や

道の協力により、地元の事業者を対象とした

説明会を開催し、障がい者雇用に関する助成

制度や、障がい者就労支援企業認証制度など

について紹介し、その活用をお願いしたとこ

ろであります。 

市内にある社会福祉法人北海道光生会は平

成２０年度から国や道の障がい者就業生活支

援センターの指定を受け、障がいのある方の

就業支援などを行っており、市といたしまし

ては光生会はもとより、国や道との連携を密

にし、市内事業者の協力を得ながら、国や道

の障がい者の雇用支援制度などの効果的な活

用を図り、障がいのある方の就業支援に積極

的に取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、畜産振興について、畜産の現状と今

後の取り組みついてでありますが、家畜の飼

養戸数及び頭数について道が本年２月１日現

在で実施した結果で申し上げますと、乳用牛

が 1 戸４頭、肉用牛は４戸４４頭、馬が５戸

１６頭、綿羊が２戸４４頭となっております。 

市ではこれまで家畜の飼養は農業経営の複
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合化が進むほか、稲わら等の有効活用が図ら

れ、堆肥の施用による土づくりにもつながり、

特に肉用牛については繁殖を中心に推進して

きたところであります。市といたしましては

複合経営などを推進する観点から、農業者等

に対して、家畜飼養の必要性について関係機

関等と連携し情報提供すると共に、飼養農家

が安心して経営に取り組めるよう、空知中央

地区農業共済組合が実施している診療事業、

衛生管理指導などの家畜共済事業について引

き続き支援してまいりたいと考えております。 

次に、国道１２号線４車線化整備状況につ

いて、４車線拡幅の経過についてであります

が、国道１２号峰延道路は三笠の道の駅付近

から進徳地区間で、光珠内地区の整備済み約

２．０キロメートルを除いた約６．３キロメ

ートルが平成１９年度に事業採択され、平成

２１年度までに実施計画や用地測量を終えて

きたところであり、平成２０年代後半での完

成を目途に進められているものと承知してお

ります。 

また、国は今年１２月２日に美唄市国道整

備事業促進期成会に対し、来年度予算につい

て事業仕分け等による事業費削減なども考え

られ、峰延道路については現段階では見通し

が立たないことから、１２月中旬に予定して

おりました地権者への用地説明会を予算が確

定するまで延期したいと説明があったところ

であります。 

現在４車線化が進められている茶志内地区

は、平成元年度に国道１２号美唄拡幅として

事業採択されたところであり、これまでの進

捗率は事業量ベースで約６７％、事業費ベー

スで約９２％となっており、完成予定は平成

２３年度と伺っております。 

いずれにいたしましても、国道の４車線化

は安全かつ円滑な交通の確保、さらには冬季

における高速道路の通行止めによる交通渋滞

の緩和及び救急車による緊急搬送の時間の短

縮などが期待され、本市の地域活性化を図る

上で重要でありますので、今後とも期成会と

連携を図りながら早期の４車線化に向けて、

国に働きかけてまいりたいと考えております。 

次に、都市計画の用途地域と国道１２号線

４車線拡幅との関連性についてでありますが、

国からは峰延市街地は道路構造令に基づき総

幅員を２７メートルとし、現用地内での４車

線化をする計画であり、車道１３メートルを

分離帯も含め１９メートルに、歩道スペース

は片側７メートルを４メートルとした整備計

画の概要が示されたところ、峰延市街地の住

民から、この計画では歩道スペースが狭くな

り、事業活動の影響や除排雪等の不安から拡

幅を前提とした道路整備の要望があったとこ

ろであります。拡幅するには、峰延市街地に

用途地域等の都市計画が必要との国の見解が

示され、市として用途地域の指定の可能性に

ついて北海道と協議したところ、北海道から

は峰延地区の市街地の規模や人口減などの状

況から用途地域の設定は難しいとの認識が示

されたところであります。歩道のスペースの

確保については、なかなか難しい面もありま

すが、市といたしましては地域の要望も踏ま

え、可能な限り歩道の幅員を確保した道路整

備をしていただくよう国に働きかけてまいり

たいと考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 
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●教育長板東知文君（登壇） 森川議員の質

問にお答えします。 

初めに、図書館司書の配置についてであり

ますが、司書教諭は学校図書館法に基づき、

学校図書館の中心的な役割を担うために配置

することとされており、法令上特例として１

１学級以下の学校には置かない事ができるこ

ととされております。また、学校への配置の

形態といたしましては、司書教諭専任として

の配置ではなく、資格を有する一般教諭が兼

務する形での配置となってございます。この

ため、本市においては中央小学校及び東小学

校の２校に、それぞれ１名ずつ司書教諭が配

置されているところでございます。 

なお、市内小中学校における司書教諭とし

ての有資格者につきましては、７校に１０名

在籍しているところでございます。 

次に、図書館司書についてでありますが、

図書館法においては、図書館法に基づく図書

館においても司書の配置は法令上義務づけら

れておりませんが、本市においては、図書の

選定や図書資料の提供と史料調査等のレファ

レンスサービスなどを行う専門職としまして

３名配置してるところであり、図書館全職員

に占める割合は５０％となってございます。

また、本年４月現在の全道の市立図書館の職

員数に対する司書の割合を見ますと約５０％

であり、本市とほぼ同様の割合で配置してい

るものと考えております。 

図書館では、これまで司書の専門性を生か

してブックスタート事業や読書週間における

特別展等を実施するなど幅広く読書に親しん

でいただける環境づくりに努めておりますが、

さらに１人でも多くの市民の方々に利用して

いただけるよう、メロディー「図書館コーナ

ー」の充実を図るなど、読書活動の推進によ

り一層努めてまいりたいと考えております。 

次に、教員免許制度についてでありますが、

文部科学省では教諭免許更新制等の今後のあ

り方について、教員の資質向上のための教員

免許制度の抜本的な見直しに着手し、必要な

調査・検討を開始することとしており、平成

２２年度予算概算要求に所要の経費を計上し

ているところでございます。この中では、教

員養成課程の充実や専門免許状制度の導入の

検討を含むこととし、新たな教員免許制度の

内容及び移行方針を具体化する中で、現在の

教員免許更新制のあり方についても結論を得

ることとしております。また、この検討は拙

速を避け、学校関係者、大学関係者などの意

見を十分に聞きながら行う予定としておりま

す。 

現時点における国の公式発表としては、こ

のような限られた情報しか承知しておりませ

んが、今後検討に当たっては、さまざまな面

から十分な国民的議論のもとに進められるべ

きものと考えております。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 森川明議員。 

●２番森川明議員 それでは、自席から再質

問をさせていただきます。 

１点目の鳩山首相の所信演説の内容に関す

る件ですけど、市内にもあるチョーク製造の

日本理化学工業株式会社で働く障がい者の姿

について、市長の答弁は弱い立場の人々や少

数の人々の暖かいまなざしがあると、このこ

とでは理解できるという非常に実感がこもっ

ていました。歯切れも良かったです。私は議
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員になりまして、１１回連続して今回で４５

点にわたる数々の課題について市長に見解を

ただしてきましたけど、今回の答弁が一番良

かったと、満点以上でないかと思ってます。

市長は注目を集めたこの会社の１つが本市に

あることを誇りに感じると申しておりました。

これはすばらしい表現だと思います。機会が

あれば何度も足を運んで工場長、あるいは社

員の皆さんに激励していただきたいと同様に、

ほかでいろいろ障がい者を雇用推進に当たっ

ている会社も市には数多くあるわけですから、

機会を作って激励をしていただきたいなとい

うふうに思っております。 

市の障がい者の雇用状況については、ハロ

ーワーク管理ということで１８５人、まだ全

体像の掌握には至っていないというお答えで

したけれども、知的障がい者に対する２２の

民間企業で８３人の雇用があると。これは、

全道的に見てみますと、いろいろな取り方あ

りますけれど、美唄の場合は非常に比較的多

い方でないかというふうに判断いたしており

ますよ。しかしながら、まだ満足はできない

とこういう状況がありますし、就労支援につ

いても助成、そして制度のあり方、これを含

めまして従来どおり積極的な取り組みをして

いただきたい、このように思います。 

そこで、ここに平成２１年度美唄市まちづ

くり市民アンケート調査結果というのありま

す。これは、２階の地域経営室のカウンター

から無断でいただいてきたんですけれども。

この中で特に８８ページに市民の意見として

精神障がい者の医療福祉、福祉施設をもっと

まちにできて、障がい者のためのまちづくり

をして、仕事を勧誘して、障がい者の雇用に

努めてほしいという貴重なこういう意見も出

されております。１つアンケートの意見です

ので、市長も積極的に要求実現のために、い

わゆる医療福祉の施設を美唄市にもっともっ

と増やしてほしいということですから、鋭意

努力をしていただきたいなというふうに思う

わけです。 

２点目の、畜産振興についてですけれども、

なかなかこれは言うは易し、行うは難しで軌

道に乗りづらい実態があるというふうに思い

ます。答弁の中でもちょっとその辺もあるな

っていうような感じもしたんですけども。農

水省の調査によりますと、全国の市の状況、

これは若干なれど畜産が増えてきていますの

で、まだまだ望みは持てるもんなんですよ。

畜産には設備投資とかかかりすぎだとか、一

番肝心な所得があまり上がらないというよう

なことで、なかなか採算性の面で指摘が多い

わけです。農水省は飼料も高いと言われてお

ります現状もかんがみまして、海外から輸入

しているＭＡ米を国産飼料用米との併用を畜

産農家向けに販売をすると。ただしこれはも

うこの種の販売すると必ず悪いことする横流

しというのが出てくるわけですから、その横

流し防止のために扱うのは、飼料メーカーだ

というふうに限定し、飼料価格の高騰を防ぎ

たいという、こういう構想も１面あるわけで

す。畜産を飼うことによっては非常に観光面

においてもプラスになりますし、心に余裕が

できるという感がするわけなんです。 

実は私の友人に上美唄の川島さん、非常に

研究熱心な方です。今、肉用のめん羊を７頭

飼っています。えさは大豆の収穫後の殻を集

めてきたり、稲わら、麦わら等を工夫して余
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裕を持った経営をしているんです。そのめん

羊もなかなかかわいいもんで、それぞれ一つ

一つの名前が付いてると。呼ぶとそばにきて

甘えると。いわゆるペット代わりみたいな、

そういう要素もあるんですけれども。あそこ

はグリーン･ツーリズムの農民宿舎施設とし

て川島さんとこは登録されている訳で、高校

生が宿泊した場合、そのめん羊の毛で手芸等

も楽しんでいるという、非常に良さも報告が

ありました。アイガモの今橋さんなんかは田

の草取りをやってくれるという事で、これは

もう全国的に紹介され有名です。全国には牛、

馬、綿羊、ヤギ、ニワトリ、チャボ、アヒル、

七面鳥等々、いわゆる地域の特産に向けての

村おこし、こういう実践をつくっているっち

ゅうことが数多く紹介をされ、また、多くの

成果を上げているわけです。 

畜産振興の１つには何といってもやっぱり

市長もちょっと答弁に触れておりますが、土

づくり、肥料は使わず堆肥を使えると。いわ

ゆる環境保全循環型農業と、化学肥料主体の

農業より地力低下の反省から、化学肥料を減

少し、堆肥を使うことにより、地力回復を図

って、その中で有機農業本来の姿に戻すとい

う大きな狙いがあるわけなんです。 

いわゆる畜産そのものは自然と人とのつな

がりがあるというすばらしいもの。農業がお

もしろいという、本当に今本屋に行きますと、

数多くの本が積まれております。私も何冊か

読んでみました。また、テレビでも多く紹介

されていると、こういう場面がありますが、

その観光農園、農民レストラン、直売等々、

そのアイディアを出し合って、非常に成功し

ている例が数多く載ってるんですけれども、

それが今すぐこの市の農業の現実の姿と結び

つけるのはこれは難しい面がある。しかし、

反面、魅力的な農業づくりに今若者たちが独

自の感性で知恵を出し合い、頑張っているん

です。このような状況が多くありますから、

美唄の特産であるアスパラとハスカップ等々、

畜産の付加価値をつけるという複合経営農業

の多角化を目指して奨励していただきたい。

このように思うわけです。 

畜産振興の課題、さらなる取り組みにつき

まして、答弁をいただきましたけれども、今

後の見通しについてもう少し突っ込んだお答

え方をお願いをいたしたい。このように思い

ます。 

３点目の、国道１２号線の４車線拡幅、こ

の状況についてですけれども、９９億という

当初予算の峰延道路、進捗率が約３年で８％

ですよ、進捗率。確かに現場を見ますと、行

ってみましたら杭打ちの跡が見られますけれ

ども、それも短期間で終わってしまってると。

工事の遅れているのほどほどこうあきれてし

まいました。札幌方面からということで工事

を着手するっちゅうんであれば、あの三笠市

のイオンのところから峰延の市街ぐらいまで

はもう出来てもいいはずなんですよ。全く進

んでおりません。 

そういう中で、１２月６日の北海道新聞の

一面で道内の１８国道が凍結候補になってい

ると。国道１２号線峰延道路６．３キロが含

まれていると。ショックを受けましたよ。今

後どう推移するのか、これは市に聞く方が今

無理だと思ってますよ。どうやると、これは

無理だと思ってます。しかし、主要国道の４

車線化ですので、ひとつ今後はあらゆる情報
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を開発局から収集し、ひとつ随時市民に説明

をする。このような対応をひとつお願いをい

たしたいと思っております。 

一部マスコミの表現では茶志内道路という

ことで、私もその表現で質問してまいりまし

た。しかし、お答えを聞きますと、国道１２

号美唄拡幅とこういう表現を使っております

けども、これは正しい名称なんでしょうか。 

現在のこの国道１２号美唄拡幅は進捗率９

２％、平成２３年完成予定ともこれ一部で伺

っておりますけれども、今回のその事業仕分

けの影響というのはどの程度なんですかとい

うこと。これは、考え方によっては、今回は

それはないですよというとらえ方でもいいの

かどうか。これ非常に難しい面もありますの

で、ひとつその点も含めて、御質問いたした

いと同時に、都市計税の用途地域、これは開

発局は歩道の幅を見直すには、峰延市街地の

用途地域指定も必要という当初見解があった

ようなんです。地元ではこれはもう関連性が

ありという事で、地権者が非常にこの点をい

ろいろ聞かれる点が多いわけなんです。しか

し現状を見てみますと、市街地はシャッター

下りておりますし、人口減が急速に進んでい

る。この峰延地域の指定は難しいとの認識が

先ほどの回答で示されました。ですから、用

途地域指定についての現状については、私は

理解をいたしております。 

４点目の学校司書についてですけれども、

１２学級以上の司書の配置の件、１１学級以

下は置かないということ、教育長こういう答

弁でした。実は知りませんでした。これ聞い

てこの点はよかったと思っております。市に

は７校１０名の一般教員との兼務している報

告をされましたけれども。道内では恵庭が物

すごく進んでるんですよ。あそこは恵庭市の

８校全部に、小中学校に司書を配置している。

読書をする環境づくり他の教員は担任とか部

活動とか非常に役割はいろいろ担ってる訳な

んですけれども、この学級いわゆる学校司書

というのはそれなりにやっぱり任務付けで担

ってるということで、今後ともさらに美唄市

も各学校に配置できるように、朝の読書会等

の関連もありますので、知識豊富な司書の配

置に鋭意努力をしていただきたい。このよう

に思うわけなんです。 

図書館司書は市の６名のうち３名、５０％、

これ僕調べたよりも３５だったんですけれど

も、ずいぶん伸びておりますね。千葉県の浦

安市は正職員が３６人全員が司書の資格を持

ってるというんです。棚そろえ等豊かにする

ための知識とか市民が足を運んでいただける

ような図書館づくりに励んでいると。そして、

専門知識のある熟練度の高い司書を適切に配

置することによって、むしろそのコストを削

減業務の効率化に結びついてるっちゅう実態

の報告を拝見をいたしました。美唄市の状況

もわかりました。今後とも図書館運営のため

にこれも努力していただきたい。このように

思います。 

５点目の、教員の免許６年制についてです。

答弁では平成２２年度に調査・検討を開始を

するので、国民的コンセンサスを得て適切に

対応していきたいという教育長の答弁ですが、

今出されている実態があるんですから、もっ

ともっと議論をすべきでないかと。教育長６

年制についてこれは賛否両論いろいろあると

思いますよ。美唄市の教育委員会でこれをテ
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ーブルにつけましたらかなり議論があると思

います。例えば、現行の４年間でいいんでな

いかと、６年は長過ぎると、保護者の負担が

かかり過ぎるんだとか、実習の１年間は長過

ぎるとか。しかし、資質向上のためには６年

間が妥当であるとか、これはいろいろな意見

が出てくると思うんです。私は現在示されて

いない段階の中では見守るのではなくして、

方針がないから議論をしないというのではな

くして、報道も一定の内容等も既に出されて

ます。質問のとき申しました短期大学の２年

制、２種の教諭との関係、この辺から見ても

４年間ものすごく開きがあるわけなんですよ。

こういう実態を見て内部でもっともっと今か

らでも協議をする必要性があるのではないか

ということを伺っているわけですから、教育

長この点についてはちょっと再度お答えをい

ただきたい、このように思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 森川議員の質問にお答え

します。 

１点目の、チョーク工場の件でございます

けども、私も美唄の工場は何度か訪れており

まして、行ったところこのチョークが、ちょ

っと値段的に高いものですから、美唄で使っ

ていただいてないんだということを、そんな

話もありましたんで、これは数年前ですけど

も、これは美唄市で出来るだけ使うように教

育委員会とも話はした経過もございます。こ

のようにチョークをやっぱり美唄が使って、

雇用につなげていきたいと。これ私は市内で

なくて、これは全道とか、もう少しＰＲして

これを使っていただくようお願いをしてまい

りたいなと考えてございます。 

それから、川崎工場にはちょっと行った時

に私も感銘したのはそれぞれが持ち場を決め

ておるという事で、その個々がその部署のプ

ロになるという事で、本当にその道は健常者

よりも作業がすばらしいというようなことを

お話されたもんですから、これは、本当に私

はすばらしいことだなと感銘を受けたのは事

実でございます。 

２点目の精神関係のそういう医療機関と施

設等ですけども、これは、今精神関係につい

ては、美唄のまちなかに新しく出来ましたけ

ども、もう１カ所、まちなかにこういう機関

ができるように私どもは聞いてございますん

で、この辺り、民間の力を借りながら対応し

てまいりたいなと考えてございます。 

それから、畜産ですけどもなかなかこれは

難しくて、このあたりの農業従事者の高齢化

が進んでいる中、新たに家畜の導入を図ると

いうのは収益性もですし、労働力の関係から

難しいものと考えておりますけども、これ最

近民間で羊を飼ってアスパラの端材を食べさ

せて、アスパララムという名称で売り出して

いるということで、このあたり特産品にもつ

ながるとか、観光にもつながるという、そう

いう道がありますんで、このあたりは、私ど

もとしては支援をしてまいりたいなと考えて

ございます。 

また、稲わら等の有効活用など、家畜を飼

うことが農業経営に与える効果も大きいこと

から、この家畜飼養の必要性について、関係

機関と連携し、情報提供するなど取り組んで

まいりたいと考えてございます。 

それから、峰延道路でございますけども、

これは、進捗率のことがいろいろ言われてま
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すけども、原則同じ市では１ヶ所しか施工で

きないという、こういう国の方の考え方あり

ました。茶志内側の拡幅が終わってから峰延

に入るという、そういう状況であったんです

けども、峰延のあの渋滞、特に高速道路がス

トップしたとき、大渋滞になると。そういう

ことから国としてもこの原則を取っ払って峰

延を特別認めようじゃないかという話が出ま

して、それで、いろいろ要望した結果、この

９９億円の事業費が内定した状況でございま

す。今現在、測量とか、そういう部分なもん

ですから、進捗率非常に行ってないという状

況でして、これは、私もこの凍結対象という

記事を読んですぐ札建の方に出向きまして、

事実確認したんですけども、１億円以下とい

う来年度の事業費を予定したところ、１億円

以下のところはすべて凍結対象という、そう

いう考え方があって、対象ということになっ

ております。ただ、これは、凍結が決まった

と言う状況ではありませんので、この道路は

特に岩見沢に行く救急にも是非必要な道路で

すから、この拡幅は何としても進めたいわけ

でございますので、今後、いろんな要望をし

てまいりたいと考えてございます。 

それから、茶志内の部分のこれは、平成元

年にこの区間は国道１２号の美唄拡幅という

名称で事業採択となっているところでござい

ます。これにつきましては、２３年が完成予

定という事で、今国の方の考え方は今もう少

しで完成するものは仕上げてしまおうと。新

規を少し見送ったり、いろんな方法で検討し

ていきたいということで、この茶志内方面の

美唄拡幅はこれは２３年度までに是非完成し

てもらうよう、これは強く訴えてまいりたい

なと考えてございます。 

それから、都市計画の部分でございますけ

ども、これにつきましては、先ほど言いまし

たように国とも北海道ともいろいろ協議して

ますけども、なかなかこのあたりはクリアす

るには、本当に障害が多いという状況でござ

いますけども、これについてもやはり歩道が

狭くなるというこれは、地域の方も大変なこ

とになりますんで、ここは何とかこの歩道の

幅を検討できないかどうか、これは私ども国

の方に強く働きかけて住民の方と理解が得ら

れるような努力をしてまいりたいなと考えて

ございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 森川議員の質問にお答

えします。 

文部科学省では、現時点では教員免許制度

の抜本的な見直しに着手し、またそのために

必要な経費を、来年度予算を要求したという

形でございます。 

また、この検討の進め方については、拙速

を避け幅広く関係者の意見を聞く予定という

ことでございます。現時点で先ほど申しまし

たように、非常に情報限られた中、そのあり

方については、今後、文部科学省では進捗状

況につきまして適宜、適切に情報提供する予

定となっておりますので、今後はこれらの動

きを見守っていきたいというふうに考えてお

ります。 

●議長内馬場克康君 森川明議員。 

●２番森川明議員 教育長ね、答弁いただい

たんですけども、なんか同じことを繰り返し

てるような感じもこれ受け取れるんですよ。
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はっきり言うとね。私は教員免許６年制とい

うのは確かに国民センサスは、これ必要なん

ですよね。でもその教育委員会として大きな

かかわりを持つこれは事案ですから、この件

については、その拙速はやっぱり避けるべき

でないかという観点にたって、いま一定の方

向づけがありますよね。流れてませんか。だ

から、素案が示された段階で議論をするんで

なくして、私も教員６年制は果たして今方向

付けって言ったのはですよ、大学院の修士課

程２年をプラスした６年にするということで

すから、または、実習も１年にするっていう

ような方向あるでしょう、今案として。それ

が文科省でどう出てくるかっちゅう、今度の

課題もあるんですけれども。そうなってきま

すとね、今の時点の中でやっぱりある一定の

話をしとく協議をしてく、そういう必要性が

あるのではないか。そして、してくださいよ

と。もし出された場合、これは美唄市の、教

育委員会として議論をしたら、いや現状でい

いという形になるか、いや、この６年制はや

るべきだという意見になるか。それは分かり

ませんけれどもね。いずれにしても議論して

くださいよということを言っているんですよ。

ですから、その点を踏まえまして、その文科

省の上意下達式で決まったからこうだという

ことじゃなくしてですよ、もっともっと今時

点の協議が必要ではないかと。事案が何も示

されてないのに、何を協議するんだというよ

うな教育長のなんかこう態度から見られます

ので、はっきり言いますとね、せめてその検

討協議をしますよと、して、また機会があっ

たら、あれ見てみますと、教育長会議ってい

うの頻繁に開かれてますよね。美唄でやった

けれども、こういう意見だということを言っ

てもいいし、空知教育でも道でも反映できる

場あったらやってもいいですから、今の時点

で６年になるんだなで終わるんでなくして、

６年に対して美唄教育委員会としてはこれは

どうなんだろうかという、そういう検討協議

をしてくださいということ言ってんですから。

その点ちょっとあの触れてほしいと。これ駄

目ですか。触れてほしいと思うんです。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 森川議員の御質問にお

答えします。 

免許制度ということでございますけども、

マスコミ等で、それから、政党のマニフェス

ト等ではいろいろ考え方とか出ておりますけ

ども、国段階ではまだ協議をこれから始める

ということですので、具体的なそのたたき台

となるべき素案そのもの全く見えてない段階

でなかなか議論のしようがないということが

ありまして、ましてや国家資格ですから、こ

れ国段階で決められるべきものであって、当

然我々としても十分な関心を持って教員の今

後の資質のあり方についてどうあるべきかと

いうことは当然我々として内部でいろいろ協

議もあると思いますけども、教育委員会の職

務としてこれについて議論するというのはな

かなか難しいかなっていうふうには考えてい

ます。そう意味で今後、具体的な内容が出て

きた段階で、国の方針を見きわめ、必要に応

じて話題として協議するということはありう

るかと思いますけども、現時点では素案がな

い中で、これについて、公式に協議するとい

うのは非常に難しいというふうに考えており

ます。 
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いずれにしても十分これは大事な問題です

ので、先程申し上げたように、国民的議論、

拙速をさけ検討されて本来あるべき形になる

べきだと思ってますし、十分こういった動向、

国から示された情報を今後とも見守ってまい

りたいというふうに考えているところでござ

います。 

●議長内馬場克康君 午後１時１０分まで休

憩いたします。 

 

正午１２時１１分 休憩 

午後 １時０９分 開議 

 

●議長内馬場克康夫君 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

一般質問を続けます。 

７番、長谷川吉春議員。 

●７番長谷川吉春議員（登壇） 平成２１年

第４回定例会に当たり、大綱３点について市

長並びに教育長にお尋ねいたします。 

 最初に、市長にお尋ねいたします。大綱質

問の１点目は、国の事業仕分けによる公共事

業の見通しについてであります。８月の総選

挙で多くの国民の審判で自公政権が退場に追

い込まれました。そのこと自体は歓迎すべき

ことであります。しかし、政権の中心になっ

ている民主党のマニフェストの目玉の１つで

ある事業仕分けの内容には、多くの国民から

疑問視されています。 

２０１０年度予算編成をめぐる鳩山政権の

事業仕分け結果の特徴を私なりに仕分けをし

てみますと、軍事費は概算要求額４兆７，７

２２億円のうち、１兆３，０００億円余りが

仕分けの対象になりましたが、廃止・予算計

上見送りとされたのは、それぞれ１件でした。

概算要求額と比べた削減率は僅か０．５％な

いし０．７％にすぎません。１隻１，２００

億円のヘリ空母や、ＰＡＣミサイルなどの装

備については、仕分けでは全くメスが入らず、

在日米軍への思いやり予算についても、仕分

けの対象になったのが日本人労働者の給与水

準だけです。グアム移転の経費など、初めか

ら対象にもされず、軍事費は聖域とされたま

まです。経済産業関係のうち、中小企業対策

費は予算削減額は、２４３億円にもなり削減

率は１７．５％になります。農林水産関係の

予算は１００近い事業が仕分けの対象となり、

多くの事業が予算を削減されました。削減額

は１，８００億円前後と、全省庁を通じて最

大です。削減には、農道整備事業の廃止など、

公共事業関係も含まれていますが、食糧安定

供給関係費に分類される予算も、削減率９％

と大きく削減されています。この中で農業共

済の掛金と事務費の国庫負担が合わせて３３

０億円も削減されました。国庫負担は、農業

災害補償法で決定されているもので、削減さ

れれば農家の掛金負担が大幅に増える恐れが

あります。政府は、農家への戸別所得保障な

ど、農業予算の拡充を上げていますが、実際

の中身は、農家経営を一層困難にする内容と

なっています。 

今回の仕分けの対象となった４４７事業の

合計額は、約３８兆３，０００億円です。仕

分け会議の判定結果は、廃止が約１，３００

億円、予算計上見送り・凍結などが約１，７

００億円、予算要求凍結、予算要求縮減とさ

れた事業のうち、縮減幅が明示された縮減額

を含めても、７，４００億円ないし８３０億
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円程度の削減です。 

こうした内容を見ますと、国民の目から見

て必要でないものは聖域として手をつけず、

生活に欠かせないものには大なたを振るうと

いう特徴が見受けられます。こうした事業仕

分けのうち、美唄市に影響のある幾つかの点

についてお聞きいたします。 

その１点目は、国営かんがい排水事業につ

いてであります。国営排水かんがい事業につ

いては、７月２９日の議員協議会で説明を受

けましたが、改めてこの事業の内容をお聞き

いたします。 

２点目は、美唄市に関わる事業内容はどう

なるのか、受益面積や農家戸数、工事内容、

負担比率、負担金額についてお聞きいたしま

す。 

３点目は、戸別の農家に水の使用量の負担

金額が増えるのかどうかです。 

４点目は、仕分け作業の評価により、事業

費の減額や市の負担額に変更があるのか。ま

た、工事の施工に当たって、着手の順番を変

えたり、工事期間を延ばしたりなど、そうし

たことが予測されるのか、など、様々な問題

が発生しますが、２０％縮減の評価を受け、

今後の見通しはどのようになるのかお聞きい

たします。 

その２つ目は、道路事業についてでありま

す。国による事業仕分けは、道路事業にも大

きな影響をもたらしますが、最初に美唄市に

関わる道路のうち、国道１２号線峰延道路、

美浦大橋、道道美唄富良野線、道道砂川奈井

江美唄線の工事の進捗状況についてお聞きい

たします。 

次に、これらの道路が国の事業仕分けによ

ってどのような影響を受けるのかであります。

とりわけ先日の新聞報道によりますと、国道

１２号線峰延道路は事実上の凍結をされてい

ます。峰延道路工事は美唄市に関わるさまざ

まな道路工事の中でも、その必要性から見て

も、何よりも優先されなければならないもの

だと思います。峰延道路工事の予算縮減につ

いて、国からはどのような説明があったのか

お聞きいたします。 

大綱質問の２点目は、農業行政についてで

あります。その１つ目は、２０１０年度から

の戸別所得補償の内容についてであります。

農水省の２０１０年度予算に盛り込まれた戸

別所得補償制度については、道は１２月１０

日に国からの交付金が２００７年度実績に比

べてどれだけ変動するかについて、支庁別の

試算を発表しました。それによると、空知の

転作作物向け交付金の減少見込額は、１４３

億２，０００万円から９６億０，５４０万円

と３２．７％になる４６億７，５００万円の

減額となります。今、各農家では、これまで

の交付金が大幅に減額されることによって、

来年の営農の見通しが全く立たないとか、こ

れでは農業を続けられないなどの声が大きく

広がっています。お聞きしたいのは、この戸

別補償制度はどのような内容のものなのか、

また、交付金の減額によって、本市において

はどれだけの影響額なのかお聞きいたします。  

２つ目は、冷害による被害についてであり

ます。私は、第３回定例会においても農産物

の天候不順による影響についてお聞きいたし

ましたが、その時点では、主な農産物の作柄

についてのご答弁をいただきましたが、改め

て本市における冷湿害を受けた主な農産物の



-  - 90

被害額をお聞きいたします。 

３つ目は、鳥獣被害についてであります。

最近、アライグマやエゾシカなどによる被害

が多く発生していると聞きますが、その被害

状況や駆除の状況がどのようになっているの

かお聞きいたします。 

４つ目は、アンテナショップについてであ

ります。今年の７月にオープンして、間もな

く半年になろうとしています。この店で時々

買い物をする市民の感想はまちまちですが、

お聞きしたいことは、出店者の内訳や販売品

目、月別の購入者数や販売額はどのようにな

っているのか、また、売れ筋の商品はどのよ

うなものが多いのかお聞きいたします。 

併せて、これから冬の季節に向けてどのよ

うに取り組むのかお聞きいたします。 

５つ目は、モニターツアーについてであり

ます。モニターツアーについては、必ずしも

農業行政の部分とは言えないところもありま

すが、今年の取り組みは、農業と食を中心と

した取り組みだったということなので、農業

行政の中でお聞きいたします。 

この事業は、平成２１年度と２２年度の２

カ年の事業で、事業費は４５０万円、道の地

域再生チャレンジ交付金で全額補助されるも

のですが、今年は１１月２０日にツアーを組

んだとのことですが、その内容と今後の取り

組みについてお聞きいたします。 

６つ目は、食の駅についてであります。食

の駅の構想は９月に作成されましたが、その

後の進捗状況についてお聞きいたします。  

大綱質問の３点目は、市立三井美唄幼稚園

について、教育長にお尋ねいたします。 

その１つ目は、幼稚園の閉園の理由につい

てであります。今年の５月１９日と１１月２

４日の２回にわたって、保護者や地域の人達

の懇談会が開かれ、その中で、三井美唄幼稚

園の閉園について、教育委員会より説明され

たとのことです。 

私は、今年の第２回定例会においても、三

井美唄幼稚園の閉園については、保護者や地

域の人達が十分納得のいくまで閉園するべき

でないと申し上げました。１１月２４日再度

懇談会が開かれたとのことですが、改めて三

井美唄幼稚園の閉園の理由をお聞きいたしま

す。 

２つ目は、１１月２４日の懇談会では、保

護者や地域の人達からどのような意見が出さ

れたのかお聞きいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 長谷川議員の質

問にお答えします。 

 初めに、国の事業仕分けによる公共事業の

見通しについて、国営かんがい排水事業につ

いてでありますが、国営かんがい排水事業北

海地区の事業内容等につきましては、北海頭

首工や北海幹線用水路、北海幹線用水路から

分岐する岩見沢幹線用水路等の改修であり、

工事期間は平成２２年から３０年の９年間で、

総事業費は約３９０億円となっております。 

美唄市に係る事業内容は、受益面積が６，８

３０ヘクタール、農家戸数６７７戸、工事内

容は、北海幹線用水路延長８．９キロメート

ルの改修で、事業費３１１億円となり、本市

の負担額は３１１億円に全体の受益面積に対

する本市の受益面積割合３２．９％と、市町

村負担分３％を乗じた額で約３億円となりま

す。 
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 また、北海地区全体の農家の負担額につい

ては、総事業費３９０億円の５％となります

が、戸別農家からの徴収方法は、事業完了後

に決定されると北海土地改良区から伺ってお

ります。 

 事業仕分けでは、国営かんがい排水事業は

２０％縮減と評価され、現在、農水省と財務

省の間で事業計画の見直しと、コスト縮減に

ついて議論されておりますが、まだ具体的な

縮減の内容が明らかになっていないことから、

現時点において確かな影響は見通せない状況

にあります。 

 次に、道路事業についてでありますが、国

道１２号峰延道路は、三笠の道の駅付近から

進徳地区区間で、光珠内地区の整備済約２キ

ロメートルを除いた、約６．３キロメートル

が平成１９年度に事業採択され、平成２１年

度までに実施計画や用地測量を終え、平成２

２年度以降、用地買収、本工事を予定してお

り、完成年度は平成２０年代後半と伺ってお

ります。 

 次に、美浦大橋につきましては、平成７年

度に事業着手し、現在の進捗状況は、事業費

ベースで約９０％、全体事業費は約１５６億

円で、平成２２年度に完成予定と伺っており

ます。 

 次に、道道美唄富良野線につきましては、

延長５６．６キロメートルのうち、約４６．

６キロメートルが平成２１年度に完成予定で

あり、現在の進捗状況は、事業量ベースで約

８２％、平成２２年度以降、北海道に権限が

移譲となる幌子道路約５キロメートルと、ス

キー場から美唄ダムまでの約５キロメートル

がそれぞれ未整備区間となっており、全線開

通までには一定の期間を要すると伺っており

ます。 

 次に、道道砂川奈井江美唄線につきまして

は、平成１８年度から市道かえで通りと交差

する地点から道道美唄富良野線までの延長約

１．４５キロメートルに着手し、約０．９５

キロメートルが平成２１年度に完成する予定

であり、現在の進捗状況は事業量ベースで約

６６％、未整備区間である、市道しらかば通

りと交差する地点から道道美唄富良野線まで

の約０．５キロメートルは、平成２２年度に

完成する予定と伺っております。これらの道

路事業が国の事業仕分けによりどのような影

響が出るのか、現時点では見通せない状況に

ありますが、今後も国や北海道に、その具体

的な内容について情報収集に努めてまいりた

いと考えております。 

 なお、国道１２号峰延道路については、本

年１２月２日、国から期成会に事業仕分け等

による事業費削減なども考えられ、現時点で

は来年度予算の見通しが立たないとの説明が

あったところであります。 

 次に、農業行政について、戸別所得補償制

度についてでありますが、平成２２年度から

戸別所得補償モデル事業と、水田利活用自給

力向上事業が実施される見通しですが、戸別

所得補償モデル事業は、米の販売農家に対し、

標準的な生産費と販売価格との差額を全国一

律単価で交付するものです。 

 また、水田利活用自給力向上事業は、産地

確立交付金を廃止して、自給力を向上させる

ため、麦・大豆などを生産する販売農家に対

し、全国統一単価で交付するものです。 

 なお、現行制度と新しく導入される制度を
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平成２１年度ベースで比較すると、約１億０，

１００万円の助成額が減少するものと試算し

ております。 

 次に、アンテナショップについてでありま

すが、現在、個人農家や農業グループ、商工

業者など３６事業者が出店しており、内訳は、

主に農産物を扱っている方が１５件、焼き鳥

や菓子など加工品を扱っている方が１８件、

花を扱っている方が２件、ぬいぐるみなど食

品以外を扱っている方が１件となっておりま

す。販売品目としては、農産物の加工品、焼

き鳥、とりめし、美唄銘菓などで、市内で収

穫または生産されたものや、原料に美唄産を

使用しているものを販売しております。月別

の購入者数につきましては、７月２，５２０

人、８月２，７０１人、９月１，９５４人、

１０月１，８８８人、１１月１，３１６人の

計１万０，３９７人となっており、その販売

額は７月２５３万円、８月３１１万円、９月

２０７万円、１０月２１６万円、１１月１５

９万円、５カ月の累計で約１，１４８万円と

なっております。 

 売れ筋商品については、この５カ月間を通

して美唄やきとり、中村のとりめし、袋入り

やきそばが売り上げの上位を占めている状況

にあります。 

 なお、これから農産物が少なくなる時期を

迎え、市としましては、企業や事業所などを

訪問し出店を働きかけるなど、さらなる商品

の充実に向け取り組んでいるところでありま

す。 

 次に、モニターツアーについてであります

が、このツアーは本市の地域資源のブランド

化を図るための１つの手法として、観光ツア

ーに活用できる地域資源の確認と掘り起こし

を行い、地域資源を磨き上げることを目的と

して実施したものです。 

 今回のツアーは、「美唄の安全・安心でおい

しいお米の秘密を学んでみませんか」をテー

マとし、美唄の農業の取り組みを、北海道農

業研究センター美唄市試験地や、農産加工体

験を実施している農家などのご協力をいただ

きながら、土づくりや水の大切さ、農家の安

全な食品づくりの取り組みを体験するツアー

を実施したところであります。 参加者の内

訳につきましては、札幌の方が１６名、岩見

沢が１名、道外から京都の方が１名、市で委

嘱しているブランド化検討委員が７名、事務

局も含め、全体で３０名が参加し、体験など

の感想をアンケートで回答していただくこと

としたところであります。 

 また、今回のツアーで市内菓子店のそれぞ

れの売れ筋商品を一箱に詰め合わせた美唄銘

菓セットをアンテナショップで用意し、参加

者のお土産として配布、後日、レポートを提

出してもらうほか、ゆ～りん館では、美唄産

そばや北海地鶏、また、アスパラの端材を餌

として育てた羊の肉を使った新たなメニュー

を試食し、その評価を検証したところであり

ます。 

 現在、アンケートやレポートなどの取りま

とめを行っているところであり、今後、その

評価結果などを参考しながら、来年２月には

１泊２日のモニターツアーを実施することと

しております。 

 次に、食の駅基本構想についてであります

が、構想に沿って農産物高付加価値化推進事

業、地域ＩＣＴ利活用促進事業、地場産品ア
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ンテナショップ運営事業など、食にこだわっ

たまちづくりの取り組みを推進しているとこ

ろです。 

 今後は、これらの事業の評価・検証をはじ

め、効果的な事業の展開・推進を図っていく

ために、市民検討組織を設置する予定であり

ます。 

 なお、冷湿害による被害額について、鳥獣

被害の状況については、農政部長から答弁さ

せていただきます。 

●議長内馬場克康君 農政部長。 

●農政部長林信孝君 冷湿害による被害額に

ついてと鳥獣被害の状況については、私から

答弁させていただきます。 

 初めに、冷湿害による被害額についてであ

りますが、水稲が１０億３，０００万円、小

麦が４億４，０００万円、大豆が９，０００

万円、そばが２，０００万円、グリーンアス

パラガスが５，０００万円となったほか、ハ

スカップ、ズッキーニも合わせると、被害見

込み額は１６億５，０００万円となったとこ

ろでございます。 

 次に、鳥獣被害の状況についてであります

が、本市では、近年、アライグマやエゾシカ

などによる被害が増加している状況で、アラ

イグマは市内全域で確認されるようになり、

その被害としては、主にスイートコーンやス

イカなどとなっております。 

 また、エゾシカは光珠内地区、東明地区を

中心に、山沿いの地域で水稲やタマネギなど

が踏み荒らされる被害が発生しております。

そのほか、ヒグマによる養蜂被害もあったと

ころです。 

 市では、鳥獣被害を未然に防止するため、

猟友会などの協力をもとに駆除を実施してお

り、エゾシカは平成１９年度４６頭、平成２

０年度３３頭、アライグマは平成１９年度５

１頭、平成２０年度３８頭駆除をしておりま

す。また、ヒグマは本年度１頭駆除をしてお

ります。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君（登壇） 長谷川議員の

質問にお答えします。 

 初めに、幼稚園の閉園理由についてであり

ますが、平成１９年１１月に策定した、市立

幼稚園配置見直し計画では、三井美唄幼稚園

について、今後の入園児数の推移を見守り、

閉園または三井美唄保育所との幼保一元化に

ついて検討すると位置づけているところでご

ざいます。 

 三井美唄幼稚園の園児数は年々減少傾向に

あり、今年度は定員を大きく割る１３人とな

ったことから、これまでの保護者や地域との

話し合いの経過を踏まえ、配置の見直しに向

けた地域懇談会を、本年１１月２４日に開催

いたしました。教育委員会といたしましては、

就学児前人口の推移を踏まえると、今後とも

幼稚園として、一定数以上の同年代で育つ教

育環境を維持していくことが難しいこと、ま

た、幼保一元化については、新たに施設の増

改築が必要となることから実現が難しいこと、

これを主な理由といたしまして、閉園せざる

得ない状況になることを保護者や地域の皆さ

んにご説明したところでございます。 

 次に、保護者、地域の意見についてであり

ますが、当日お集まりいただきました保護者

や地域の皆さんからは、区域外就学による南

美唄小学校への影響が心配されること、地域
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が一体となって子どもを育んでいる中で、そ

の意欲や目的が薄れてしまうこと、特色ある

幼稚園づくりを進め、その成果を検証する時

間がさらに欲しいこと、施設の増築を含め、

もう一度幼保一元化について検討を行ってほ

しいこと、閉園後に残される子どもの交通手

段について考えてほしいこと、以上の意見が

出されたところであり、今後の進め方としま

しては、来年度に向けた園児の募集の状況と、

意見に対する検討結果をもとに、再度、地域

懇談会を開催することとしたところでござい

ます。 

教育委員会といたしましては、幼稚園の置

かれている厳しい現状を踏まえ、今後とも保

護者や地域の方々の理解と協力に向けて、十

分話し合いを進めてまいりたいと考えており

ます。 

●議長内馬場克康君 ７番、長谷川吉春議員。 

●７番長谷川吉春議員 一通りご答弁をいた

だきましたが、この場から何点かについて再

質問させていただきたいと思います。 

 １つ目は、いわゆる国道１２号線峰延道路

の問題ですけれども、峰延道路が事実上凍結

ということが新聞に発表になった後、何人か

の人達から言ってみれば峰延道路、非常に帰

省ラッシュだとか、あるいは行楽シーズン、

そういう時には大変混み合う訳ですね。美唄

を中心にして、北と南と考えてみますと、北

の方いわゆる茶志内方面と言いますか、滝川

に向かって行く方については、国道がかなり

混んでいても道道砂川奈井江美唄線、これを

使うということで、そういう使い方もあるわ

けですね。道道砂川奈井江美唄線、あれは美

唄からずっと滝川と言いますか、空知太まで

つながっていく、そういう道路なんで、非常

に使いやすい部分もあるわけなんですけども、

一方、南の方で交通が混乱しますと、国道の

東側あるいは西側、どっちを通るにしても非

常にあまりわからないということがあって、

やはり１２号線を美唄・岩見沢間を峰延を通

過するということが多くなるわけですね。そ

れだけに峰延区域、あの付近、進徳のところ

まで４車線にするということを非常に急がれ

ると思うわけです。新聞報道の後、何人かの

人からこういう話を聞いたわけです。ほかの

道路、例えば、美唄富良野線が多少遅れても、

それよりも国道１２号線を優先させる、峰延

道路の工事を優先させるということはできな

いのかということが、何人かの人から話があ

りました。私は、これは難しいんじゃないか

ということでは話しましたけれども、難しい

という根拠が私自身はよくわかっておりませ

んので、こういうことが例えば、そうした道

道美唄富良野線などが多少遅れても１２号線、

いわゆる峰延道路の拡幅工事を優先させると

いうことが可能なのかどうなのかいうことで

１つはお聞きしたいということであります。 

 ２つ目は、交通安全対策についてでありま

す。美浦大橋が完成して、供用が開始される

ということになると、あそこの７線の道路が

大幅に交通量が増えるわけですね。ご承知の

とおり、あそこは通学路になっております。

それからまた、道道砂川奈井江美唄線、これ

は、東光団地やしらかば団地、そうした住宅

街の側を通るということもあります。安全対

策がどのようになっているのかお聞きいたし

ます。 

 また、道道砂川奈井江美唄線と市道かえで
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通り、市道しらかば通り、道道美唄富良野線

などと交差点が幾つかあるわけですね。こう

したところに信号機が必要だと思うわけです

けども、どのようにお考えなのかお聞きした

いと思います。 

 ２点目は、農業行政についてであります。

最初に戸別所得補償についてお聞きいたしま

すが、この制度が実施されると、農家への交

付金が約１億１，０００万が減額されると言

われております。これは、これまでの交付金

の２０％近い減額と大変な内容を持っている

わけですね。日本の農業が自民党政権によっ

て、長年にわたって衰退の一途を辿ってきた

わけですけれども、自公政権に変わった鳩山

政権の農業政策は、それを一層加速する、そ

うした内容を持っているものだと、このよう

に思うわけです。これに民主党のマニフェス

トにある、日米自由貿易協定ＦＴＡが進めら

れれば、日本の農業は完全に崩壊すると、そ

うした事態に直面しているわけです。日本の

農業を守るためにも、また、本市の農業経営

を守るためにも、新制度においても、これま

での助成水準を確保するように国に対して強

く要請する必要があると思いますけども、市

長のお考えをお聞きいたします。 

 ２つ目は、冷湿害についてでありますが、

本市の被害額が１６億５，０００万という大

変大きな額になっております。これに対して、

市としてどのように対応してきたのかお聞き

いたします。また、道の助成措置にどのよう

なものがあるのかお聞きします。冷湿害は、

個々の農家の作付け品種によって、また、同

じ品種でも地域によって大きな違いがあると

思うわけですけれども、それだけに農家によ

っては大変な被害を被っている、そうした場

合もあると思うわけです。こうした場合、市

民税や国民健康保険税の減免措置も必要と思

われますけども、どのようにお考えなのか、

どのように対応しようとしているのかお聞き

いたします。 

 ３つ目は、アンテナショップについてであ

りますけれども、これまでの経過の中で、出

店者の方々の意見や話し合いの内容はどのよ

うなものなのか、また、市としてどのように

受け止めているのかお聞きいたします。 

 何人かの農家の人達にお聞きしますと、常

に新鮮なものをいつも豊富に揃え店に並べて

置くということは、非常に苦労するところが

あるんだということも聞いておりますけれど

も、そうした出店者の方々の意見をどのよう

にお聞きになっているのか、お聞きしたいと

思います。 

 ４つ目は、食の駅構想についてであります

けれども、先ほどのご答弁では、食にこだわ

ったまちづくりを総合的に推進するための市

民検討組織を設置するということですけれど

も、市民検討組織がいつまでに何を行うのか

などの活動スケジュールがどのようになって

いるのかお聞きいたします。 

 次は、教育長にお聞きいたします。三井美

唄幼稚園の閉園の理由ですね。６月定例会で

の私の質問に対するご答弁、それから、先程

のご答弁も同じように、いわゆる子どもたち

が一定数の集団生活と言うか団体生活と言う

か、そういうものがやはりその後の小学校に

就学するとか、様々なことで子どもの将来に

とって、そうした集団生活は非常に大事なん

だと、そうした教育環境が大事だということ
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で、それから見ると、幼稚園の子どもたちが

少ないということは、望ましい教育環境とは

言えないということで、そういう理由で閉園

ということで言われていたわけですね。その

点については、６月定例会でも今回でも同じ

ような閉園の理由として挙げられているわけ

です。私は、確かにそうした一定数の子ども

達がいる集団生活というのは、非常に大事な

教育環境だと思うわけですけども、同時に、

閉園ということになれば、閉園する事によっ

て幼稚園に通うことができなくなる子どもた

ちも出てくるということが言えると思うわけ

です。そうすると、せっかくの恵まれた教育

環境ということを目指しての閉園ということ

とは、全く逆の現象が起きるわけですよね。

それから、５月に開かれた懇談会の中で、参

加者からの意見としてね、教育委員会は閉園

の理由はいろいろ述べているけども、突き詰

めて言えば、いわゆる市の財政が大変だから、

経費節減のためでないかということが、それ

が本音でないかという意見がこの出されまし

た。私は、まさにそうした内容を含んでると

思うわけですけども、６月定例会のときの答

弁、今回の答弁の内容と、いわゆる教育環境

の充実ということが言われているわけですけ

ども、しかし、実際に１１月２４日に行なわ

れた懇談会の中では、いわゆる幼稚園のコス

トについて、かなり詳しく説明されたわけで

すよね。閉園の理由が、ご答弁のとおりだと

すると。そうしたコストの問題を懇談会の中

で説明するということはね、私はそうした閉

園の理由ということはね、かなりかけ離れて

いるのではないかと思うわけです。 

それから、三井美唄幼稚園が閉園した場合

に、いわゆる町の方の私立の幼稚園に通うと

いうことも出てくると思うんですけども、そ

の場合にね、何人かの人から三井美唄幼稚園

が閉園されたら、町の方の私立の方には子ど

もを通わせられないんだという人がいるわけ

ですね。月々の保育料についてはね、市から

の助成金があるので、それほど負担にならな

いけども、入園するときの一時金が３万円と

か５万円とかかかると、これが大きな負担に

なると、だから私立幼稚園には入れられない

んだというお声が聞くわけですよね。それか

らまた、一方では、子ども達が少なくなるか

ら閉園だということですけれども、平成２１

年度末で中央幼稚園が閉園になるということ

で、中央幼稚園の方から三井美唄幼稚園の方

に通うという子ども達が、そうしたことの声

も聞いているわけです。だから来年４月にな

ってみないとね、実際どうなるかまだわかり

ませんけども、そうしたことも十分あると思

うわけです。中央幼稚園についてはね、平成

１９年の１１月に市立幼稚園配置見直し計画、

これが策定されて、２２年の４月から閉園と

いうことになっているわけですけども、この

間、２年数カ月の期間があるわけです。しか

し、今、三井美唄幼稚園で進められているの

は、まだ話が決まっていないけれども、閉園

の時期が２２年度末ということですよね。そ

うすると、中央幼稚園のいわゆる閉園と決ま

ってから、実際に閉園されるまでの期間に比

べてね、非常に三井美唄幼稚園の場合、時間

が短縮されているわけですね。私は、やはり

地域の人達、あるいは保護者の人達の意見を

十分やっぱり納得いくまでとことん話し合う、

そうした期間が必要だと考えるわけです。こ
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れまでの何回かのご答弁の中で、地域の人達、

あるいは保護者の人達と十分話し合っていき

ますということですけれども、５月のときの

懇談会にしても、１１月のときの懇談会にし

ても、参加者の中では閉園に賛成だという人

は１人もいなかったわけですね。いろんな意

見を出された人達も、全て閉園に反対の立場

で意見を述べているわけです。こうした場合、

それでもあくまでも閉園ということに変わら

ないのかどうなのかということについてもお

聞きいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答

えいたします。 

 初めに、事業費予算の振り替えについてで

ありますが、国道１２号の整備は、国が事業

主体であり、また、美浦大橋ほか２つの整備

は北海道が主体でありますので、事業費の予

算の振り替えというのは難しいと考えており

ます。 

 次に、安全対策についてでありますが、美

浦大橋が完成しますと、交通量が増えること

から、美浦大橋につながる道道開発茶志内線

と、道道美唄浦臼線の歩道整備が平成１６年

度から進められており、現在、国道１２号線

から市道西３号線と交差する地点までの道路、

開発茶志内線約１．５キロメートルが完成し、

美浦大橋側の道道と美唄浦臼線の約０．３５

キロメートルが平成２２年度に完成する予定

となっております。 

 今後も、道道開発茶志内線の歩道未整備区

間約２．４５キロメートルの早期完成に向け、

北海道へ要望してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、道道砂川奈井江美唄線につきまして

は、市道かえで通と交差する地点から、市道

しらかば通と交差する地点の約０．９５キロ

メートルは片側の歩道、平成２２年度施工予

定の市道しらかば通と交差する地点から、道

道美唄富良野線までの約０．５キロメートル

は、両側に歩道が設置されると伺っておりま

す。 

また、道道砂川奈井江美唄線と道道美唄富

良野線の交差点については、現在、道道美唄

富良野線に押しボタン式の歩行者用の信号機

が設置されておりますが、交差点用信号機の

新設について、公安委員会と協議中と伺って

おります。 

次に、戸別補償制度についてでありますが、

この制度がそのまま導入されると、本市の農

業に大きな影響を及ぼすものと考えておりま

す。農林水産省におきまして、平成２２年度

に限り、別途対策を講じる動きがあるとの情

報もあり、本市としては道や関係団体等と連

携を図りながら、国に要請等を行ってまいり

たいと考えております。 

次に、天候不順に係る市の対応等について

でありますが、関係機関団体で構成する、「平

成２１年天候不順に係る美唄市農業対策本

部」を設置し、今後の対策等について検討を

行い、共済金の早期支払いなど、３項目につ

いて道の農政部長と空知支庁長へ要望したと

ころです。また、市の単独事業として、「農業

経営資金利子助成事業」と「水稲優良種子確

保事業」を今議会に提案させていただいたと

ころです。  

なお、道は農協等が融通した災害対応資金

に対する市町村利子助成への補助事業や、越



-  - 98

冬用主要作物の確保対策事業、被害農業者の

雇用創出事業を実施することとしております。  

次に、市税の減免については、市税条例並

びに市税減免基準の冷害等による減免規定に

おいて、農作物の減収による損失額の合計額

が、共済金収入を当てても、なお平年の１０

分の３以上である場合などの適用要件があり、

この要件に該当する被害農業者に対応してま

いりたいと考えております。 

次に、アンテナショップについてでありま

すが、オープン後、出店者の方々による出店

者協議会が設立され、これまで役員会や全体

会議において、店舗の魅力の出し方や看板・

イベント開催、品揃えなど、集客対策につい

ての話し合いが行われてきており、「国道を行

き交う車に見過ごされてしまう」、「もっとの

ぼりの本数を増やしたりした方がよい」など、

さまざまな意見が出されたことから、販売品

目を記載した看板の設置や、店舗周りや国道

沿いにのぼりを増やすなどの対応を行ってき

たところであります。 

市としては、今後とも市民の皆さんや国道

を行き交うドライバーなど、数多くの方々に

立ち寄っていただくよう、出店者協議会や美

唄商工会議所と連携を図りながら、魅力ある

アンテナショップづくりに努めてまいりたい

と考えております。 

次に、新たな市民検討組織の活動スケジュ

ールについてでありますが、食にこだわった

まちづくりを総合的に推進するための市民検

討組織を今年度中に設置し、農産物高付加価

値化推進事業や、地場産品アンテナショップ

運営事業など、関連事業の評価・検証などを

行う予定であります。 

また、今後、複数年にわたってこの組織を

中心に事業の評価・検証はもとより、効果的

な事業展開のあり方を検討するなど、事業の

効率的な推進に努めながら、食にこだわった

まちづくりを積極的に推進し、それらの成果

を踏まえて、食の複合拠点の必要性、立地場

所、整備・管理運営方法のあり方などについ

て、総合的に検討してまいりたいと考えてお

ります。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 長谷川議員の質問にお

答えします。 

三井美唄幼稚園の配置見直しについてであ

りますが、配置見直しは、市立幼稚園配置見

直し計画に基づき、園児数の減少や幼保一元

化が難しい現状を踏まえ、一定の時期に方向

性を定めなければならないものと考えてると

ころであります。 

また、幼稚園教育は、義務教育及びその後

の教育の基礎を培う上で大切な集団生活の場

であり、このような観点から、経済的な理由

で就園への不安をお持ちの方については、公

立と私立との負担格差を是正する、就園奨励

補助金等の活用について十分ご説明してまい

りたいというふうに考えてございます。 

配置見直しの時期につきましては、保護者

や地域の方々の理解と協力が必要と考えてお

りまして、次年度の園児募集の状況と、これ

までなされた意見等などを十分踏まえながら、

一定時期に判断してまいりたいというふうに

考えているところでございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員（登壇） ２００９年第
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４回定例会に当たり、教育行政について教育

長に質問をいたします。 

 １つ目はグリーン・ルネサンス事業につい

てであります。その１つは、進捗状況につい

てでありますが、当初、進行予定を立てられ

ていた、計画を立てておられたと思うんです

が、それと、現在進んでいる状況についてで

ありますが、その具体的に取り組んだ内容、

そして、その成果、あるいは問題点等を含め

て、進行状況についてお尋ねをいたします。 

それから、本年度の予定についてでありま

すが、現状から判断をされて、今年度はどこ

まで進めようとされているのか、そのことを

お尋ねいたします。 

２つ目は、予算についてでありますが、今

年度の事業予算の概要とその財源をお聞きを

したいという事でお願いをいたします。 

３点目は、各学校の意見集約についてお尋

ねをします。意見集約の方法でございますが、

私は６月の第２回定例会の一般質問でも、こ

の事業について取り上げました。その際に、

私の質問として、教育行政執行方針と農業科

導入の関わりから、具体的に取り組む教師達

の意見をどの程度尊重するのかということを

お尋ねをしましたが、これには具体的な答弁

はありませんでした。 

次に、現在の学校の多忙な状況の中で、新

しい科目の農業を理解させるということ、理

解させるカリキュラムづくりですね。天候に

左右される農業学習を学校の日課の中にどう

組み込むかということ、外部の協力者との打

ち合わせなど、なかなか難しい状況がある。

教職員の理解をどう図るのかとの質問に対し

て、これまでの農業体験学習は、学びまでは

発展させていないなどが課題だということを

言われ、今後、学校現場の実情を踏まえ、教

職員に詳しい説明をし、共通理解に立って事

業を推進する環境づくりに努めたい。と答弁

されました。さらに、この事業は従来の農業

体験学習とは違う中身があると。教師自身が

農業をよく自分のものにする、それからカリ

キュラムをつくる、協力者との打ち合わせな

どする、そういう時間をどうつくるのか。ま

た、新しい科目をつくり、小学校で実践する

ことの意味は、などの問いに対しては、現在

の日本の食の課題、地域の農産物を食べるこ

とで、自然環境が維持出来る、食育基本法が

学校教育に求めるものがある。この事業は、

土づくりから始めて作物を育て、それを食べ

て廃棄処理までを体系的に学ぶ仕組みを作る。

市としての規定カリキュラムを作り、それを

各学校に合わせて、各学校ごとに編成をして

もらう。副読本をつくる。地域や農業団体の

協力で農業支援員を確保する。教育委員会は

教職員を初め地域の方々と懇談し、共通理解

に立って事業を推進する環境づくりに努める。

と答弁されたんですね。それから、規定カリ

キュラムづくり、学校ごとのカリキュラムづ

くり、副読本づくりなどは教師の作業が必要

ですと、多忙な日常勤務に新たな負担がかか

る、これらをどう解決するのか、本当の議論

をすべきです。それを抜きで真剣な学校の取

り組みにはならない。検討委員会のメンバー

が、本気で子ども達や、具体的に指導する教

師達のことを１番に考えて議論ができるのか

と、現場の考え方を大事にして方向性を探っ

てほしい。との問いに対して、教育長の事業

についての考え方を述べた上で、事業の推進
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は教職員の力によるところが大きいので、学

校現場で進める意義や方向性について十分な

理解を図りながら、具体的なカリキュラム、

取り組む内容等について議論の必要があると

考え、必要な環境づくりに取り組みたいと答

弁されました。 

ちょっとおさらいをしてみたんですが、こ

の６月のやりとりを見直してみますと、私の

現在の学校が置かれている、極めて多忙な実

態の中で、現在の学習指導要領に沿ったカリ

キュラムを削ることはせず、新たな内容を加

えることの無理がある。新たな内容を教師達

が十分に理解し、意欲的に子ども達に指導し

ようとするようになるか。などについて疑問

を出したんですが、いただいた答弁は、問題

点を受け止め、その解決策を説明する姿勢で

はなく、この事業推進の考え方を全く崩すこ

となく、事業の意義や考え方の正当性を述べ

られ、教職員に詳しく説明をし、共通理解に

立って事業を推進する環境づくりに努める。

教育委員会としては、教職員を初め、地域の

方々と懇談、共通理解に立って事業を推進す

る環境づくりに努めると。学校現場で進める

意義や方向性について、十分な理解を図りな

がら云々と、取り組む内容について論議の必

要があると考える。必要な環境づくりに取り

組みたいとされました。最後に、議論の必要

があると考えるというお答えがあったという

ことは、私としては救いかなという感じを持

ちました。今日、私が尋ねたいのは、この事

業について、内容を把握した教職員がどんな

意見を各学校から出してきているか、という

ことなんですね。各学校それぞれにあると思

いますが、それらについてお尋ねをしたい。 

もう１点は、意見集約の結果がどんなもの

があったかという事と、そして、この事業の

計画への反映がどう行われるかということで

す。そのおおよそについてお聞かせをいただ

きたいということです。 

２つ目は、教育予算についてお尋ねをしま

す。美唄市の教育予算の改善、増額は緊急の

課題だと私は考えています。義務教育は同じ

条件で受ける、これが基本だというふうに思

います。６月にも取り上げましたが、他の自

治体と比較して、明確に格差がある状態が続

くということは、子ども達を同じ条件におく

努力を怠っているということになるのではな

いかと思います。ぜひ、改善するとの考え方

をお聞きをしたいのです。前も数字を挙げて

お話をしましたけれども、北海道教職員組合

が毎年全道の自治体の教育予算の調査を行っ

ています。今年度の報告が出ましたので、そ

のことをちょっと参考に申し上げたいと思う

んですが、北教組の調査はたくさんの項目を

取り上げています。その中でごちゃごちゃ挙

げてもしょうがありませんから、学校配当予

算について申し上げます。学校が１年間活動

するために、教育委員会からあなたの学校は

１００万円とか、あなたの学校は１５０万円

とかというふうにして、その活動の予算が下

りるわけですね。これを並べて、児童・生徒

１人当たりにした金額が幾らになるかという

ことが整理されて出ています。これによって

みますと、美唄市は今年度、児童・生徒１人

当たり１万０，８７６円という金額になって

ます。これは、全道で見ると、下から６番目

だということです。昨年は、９，６９５円で

８番目だったんですけども、市だけで比べる
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と下から４番目ということになりますね。こ

の近くで比べると、空知管内の市では滝川、

これは美唄は１万０，８７６円と申し上げま

したけども、滝川市は９，８５５円、ここを

除くとほかは美唄よりは多い配当予算となっ

てます。中でも２万円を上回るのは夕張、三

笠、歌志内ですね。赤平市もあと３００円あ

れば２万円になるという金額です。他管では、

管外で見ますと、美唄市が自治体経営白書で

財政力指数の比較をしている市が幾つかあり

ます。類似都市ということですね。この中で

は、名寄、士別、富良野、これらが２万円以

上、伊達が１万２，４００円となっています。

ちなみに隣の岩見沢は、１万３，７２５円と

いう金額になっています。こういう学校配当

予算というのは、学校運営の厳しい状況にな

って、学校に下りるということで、いろいろ

状況をお聞きする中では、学校の予算の厳し

さというのは、多分、教育委員会もおわかり

だと思うんですけども、言わば悲鳴に近いよ

うな状況だという事を申し上げざるを得ない

ということです。 

もう１つ、学校の児童・生徒の図書を購入

する図書費の比較をしてみます。これも児

童・生徒１人当たりの金額で出ていますが、

全道で最下位は夕張ですね、夕張は全くない、

ゼロです。その次に低いのが美唄で、１人当

たり４１６円という金額で出てます。管内で

は滝川の７９５円が最低で、岩見沢、芦別、

三笠、歌志内が１，０００円台、それも全部

１，６００円以上ということになっています

ね。砂川３，０００円、赤平４，０００円と

いう金額になってます。これは、やはり４１

６円というのは随分低い金額だなということ

を言わざるを得ないですね。 

実は、国も学校図書館の整備には力を入れ

ています。過去に同僚議員がこの問題を取り

上げられたことがあります。予算もかなり増

額されて、２００７年度には、単年度で２０

０億円が措置されたそうです。小・中学校合

わせて全国で１，０００万人としますと、１

人当たり２，０００円という金額になるんで

すね。美唄ではどうかということでちょっと

お聞きをしましたけども、この年の小・中学

校、美唄の小・中学校で図書購入に使われた

金額は８０数万円ということですから、ざっ

と今で１，８００人ぐらいでしょうか、子ど

も達は。２，０００人とすれば４００万ぐら

いにならなければならないところです。図書

費として措置する国の意図というのは、実際

に具体的に下りてくるのは交付税という形で

下りますから、交付税については、どう使う

かは町に任されるということになるんで、こ

れがいろんな形に使われていって、学校の図

書にはならないということになっているのだ

と思います。やはり、先ほども同僚議員の質

問がありましたけれども、いろいろ考えてみ

ても、やはり豊かな図書があるということ、

豊かとまではいかなくても、一定の額が毎年

補充されるということが必要なのではないか

というふうに思いますけれども、その点につ

いての考え方もお聞きをしたいと思います。  

次に、校外研修についてお尋ねします。ま

ず、その１つ目は、校外研修の保障について

ということですが、今日が１４日ですから、

あと十日ほどで冬休みということになります。

その冬休み中の、教師の校外研修をどのよう

に保障するのかということでお尋ねをいたし
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ます。８月には夏休み後、教育委員会が夏休

みにおける校外研修の実態調査を行い、その

結果を９月議会でお尋ねをしました。明らか

になったことはですね、学校間での差が大き

いということです。学校によって随分違うと

いうことで、この学校差をいかに縮めるかと

いうことが課題だと思います。どのように学

校差を解消するのかお尋ねをいたします。 

また、校外研修の実施の日数も極めて少な

い。２．１日とか１．９日とかという数字が

出ていましたから、内容のある研修にするた

めの方策としては、どのようなことをお考え

になるかということです。法の趣旨が生きる

運用をどう考えておられるかということ。教

育公務員特例法の中には、職責遂行のために

は、絶えず研究と修養に努めるという条文が

ありますし、それから、この法律が出来ると

きの、立法時の提案説明で述べられた権利と

しても、研修をなしうる機会を必要とすると

いう考え方が、生きるための運用をどうお考

えになるかということを尋ねたいと思います。  

それから、もう１つは、校長の理解を得る

指導をお願いしたいと思うんですが、その点

はいかがでしょうか。手続としては、校長の

承認が必要になります。これを承認するでは

なく、承認しないとだめだというふうに考え

ている。そういう誤解をされているんではな

いかというふうにも見えますから、その辺の

解消をどう図られるかお尋ねをしたいと思い

ます。 

校外研修の２つ目としては、校外研修を実

施する教員の負担についてですけれども、こ

れは当然のことですが、計画を出して承認を

受ける。承認を受けたら実施するという事に

なる。そして、終わったら報告をするという

仕組みになってるんですね。これが詳細な報

告書を校長から求められるために、新たなレ

ポートをつくらなきゃならないということ、

そういう負担を嫌って、校外研修を実施しな

いというケースがあるやに聞きます。これら

について、どう解消されるかということをお

尋ねしたいというふうに思います。 

最後に、学校の統廃合についてお尋ねをし

ます。今後の学校配置計画について、学校配

置のあるべき姿というものをどういうふうに

お考えになるかという事。先程も幼稚園の問

題がちょっと取り上げられておりましたけれ

ども、小・中学校についてはいかがでしょう

か。計画のスケジュール、それから、今、新

たな総合計画がつくられていますけれども、

その総合計画との関連についてどうお考えに

なるかということ。それから、今議会の初日

に報告をされました、教育委員会についての

点検評価の報告がございました。この中で、

学校配置についての外部有識者のご意見が述

べられていましたけれども、これらについて

の対応策をどのようにお考えになっているか

お尋ねをいたします。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君（登壇） 米田議員の質

問にお答えします。 

 初めに、グリーン・ルネサンス推進事業に

ついてでありますが、進捗状況について申し

上げますと、これまでの取り組みでは、本市

の学校現場の現状を踏まえ、校長会が中心と

なって農業体験学習の推進等に関する答申を

まとめていただき、これを元に小学校農業体

験学習全体計画検討素案を策定いたしました。
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この検討に当たっては、先進地である喜多方

市小学校農業科の取り組みを中心に、全国の

食農教育の取り組み事例も踏まえ、各教科と

の関連を図りながら、総合的な学習の時間を

活用し、農業体験学習として取り組むことと

しております。今年度の予定としましては、

美唄らしい農業体験学習のあり方と、推進体

制づくりを進めることとしており、２２年度

は、実施可能な小学校から取り組みを始め、

２３年度からは規定カリキュラムに基づき、

全小学校で取り組む考え方で検討しておりま

す。このため、推進体制としましては、小学

校各学校を基本にしまして、小・中学校規定

カリキュラム編成委員会並びに全市的な推進

体制づくりに向けた、小学校農業体験学習検

討委員会の３組織に検討を進めることとして

おります。美唄小学校農業体験学習検討委員

会については、本年１０月に設置したところ

であり、学校関係者としては、美唄市校長会

から２名、小・中学校から教職員２名、幼稚

園、高等学校、専修短大から各１名、行政関

係者としては、農業委員会、市農政部、教育

委員会から各１名、農業関係者としては、美

唄市農協、峰延農協、空知農業改良普及セン

ター、北海道指導農業士から各１名、学識経

験者等としては２名の、全体で１６名で構成

されております。これまで２回検討委員会を

開催し、先進地である喜多方市教育委員会か

ら講師として指導主事を招き、喜多方市小学

校農業科の取り組みについて研修を行ったと

ころであります。 

また、美唄らしい農業体験学習について、

市民の皆さんとともに考える機会をつくるた

め、１０月１８日に食農教育の研究者である、

帝京大学の野田教授を講師に招き、地域が支

える食農体験を学び、講演会を開催したとこ

ろでございます。 

なお、学校関係者につきましては、研修会、

講演会ともに各小・中学校の校長・教頭のほ

か、２名の教員が参加しているところでござ

います。 

次に、予算につきましては、農業体験学習

に取り組んでいる小学校の経費を初め、研修

会や講演会の経費、ホームページの開設経費

などで１００万円の支出を予定しており、財

源といたしましては、道の地域政策補助金等

を見込んでいるところでございます。 

次に、各学校の意見集約についてでありま

すが、学校長から職員会議等で、農業体験学

習全体計画検討素案等について教職員に説明

してきたところであり、校長会として、この

中で出た主な意見、集約した意見としまして

は、予算の確保、規定カリキュラム編成との

関連、教職員の研修、実施体制のあり方など

であり、各学校における検討計画を踏まえ、

さらに、こういった意見に必要な対応に努め

ることとしております。今後とも、各学校現

場を初め、美唄市小・中学校規定カリキュラ

ム編成委員会、美唄市農業体験学習検討委員

会の相互の連携を図りながら、美唄らしい農

業体験学習のあり方について、十分な検討を

重ね、共通認識を図っていくことが大切であ

ると考えております。 

いずれにいたしましても、学校現場を基本

に、広く全市民的なコンセンサスを図りなが

ら、子ども達、保護者、地域にとって地域に

根ざし、暮らしに学ぶという視点から、美唄

らしい食農教育となるよう取り組んでまいり
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たいと考えております。 

次に、教育予算についてでありますが、学

校配当予算については、これまでの調査を通

じ、それぞれの市町村において教育費予算全

体の中から、学校に配当する費目や、その配

当方法に違いがあることから、比較が難しい

ものと認識しているところでございます。こ

のため、教育費の他市との比較においては、

全国共通のルールに基づく地方交付税及び決

算統計を活用して行うことが必要と考えてお

り、現在、調査検討を進めているところでご

ざいます。現時点の調査では、年度間によっ

て予算上、大きな差が出る投資的経費などを

除き、いわゆる平年ベースでの児童・生徒１

人当たりの決算額、これに対する充当一般財

源で申しますと、全道３１市中、小・中学校

費、いずれもほぼ真ん中、中位にあるという

ふうに考えているところでございます。これ

ら教育費調査につきましては、引き続き調査

検討し、今後、明らかにしてまいりたいと考

えております。 

また、学校配当予算については、あくまで

学校事情や学校規模等を考慮した上で配当を

行っているところであり、今後とも学校現場

の状況を十分踏まえ、児童・生徒の学習活動

に支障が生じないよう、十分検討してまいり

たいと考えております。 

次に、図書館の図書の充実についてであり

ますが、学校図書の果たす役割を踏まえ、必

要な予算の確保に努めるとともに、各小・中

学校と市立図書館との連携により、学校配布

本事業の充実を図るなど、児童・生徒の読書

意欲、学習意欲の向上にさらに努めてまいり

たいと考えております。 

次に、校外研修についてでありますが、長

期休業中の校外研修につきましては、国の通

達において、いわゆる教育が特に教育職員の

自主性、創造性に基づく勤務に期待する面が

多いこと及び夏休みのように長期の学校休業

期間があること等を考慮し、学校休業期間に

ついては、教育公務員特例法第２１条及び第

２２条の規定の趣旨に沿った活用が図られる

ように留意することとされており、このほか、

道の通知及び事務連絡等を踏まえ対応するこ

ととしております。 

教育委員会といたしましては、このような

観点から、各学校の教職員に、共通認識が図

られ、長期休業中の校外研修の取り扱いにつ

いて、適正に対応されるよう校長会等を通じ

て教職員を指導しているところでございます。  

また、教育公務員特例法では、教育公務員

はその勤務を遂行するために、絶えず研修と

修養に努めなければならないとされ、教員は

授業に支障のない限り、校長の承認を受け、

勤務場所を離れ、研修を行うことができると

されており、各学校においては、校長もその

趣旨について十分に理解し、運用されている

ものと認識しております。 

次に、校外研修における研修計画報告の提

出については、その目的が教員に過度の負担

を求めるものではなく、校長が時間や内容な

ど、研修の実質が備わっていることを確認の

上、承認するためのものであること、また、

保護者や地域住民に誤解を与えることのない

よう、情報公開にも対応できるものであるこ

とが求められることから必要とされるもので

あると認識しているところでございます。  

次に、学校の統廃合についてでありますが、
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学校は教育目的に基づき、人間性豊な子ども

の育成に向けて、教師が児童・生徒に教育を

行う場所であり、特に公教育の場にあっては、

多様な児童・生徒がいる中で、日々の学習活

動や仲間達との関わり合いが行われ、お互い

が切磋琢磨しながら成長していくことが望ま

しいものと考えております。 

教育委員会としましては、美唄市の将来を

担う子ども達の、よりよい学習環境を整備す

るためには、一定数の同年代の児童・生徒の

中で育つ教育環境が望ましいとの考え方から、

一定の基準を下回る状況になった時点で、保

護者や地域と話し合いを行い進めてきたとこ

ろでございます。地域コミュニティの拠点で

もある学校の配置見直しを行うことは、保護

者はもちろんのこと、地域の皆さんの理解を

いただくことが大切なことと考えており、今

後もこのような考え方を基本に進めてまいり

たいと考えているところでございます。 

●議長内馬場克康君 ８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員 一通り答弁いただきま

したが、再質問をさせていただきます。 

グリーン・ルネサンス事業についてであり

ます。進捗状況について概ねの答えはいただ

けたのかなというふうに思います。喜多方の

指導主事による研修会とかですね。それから、

野田教授の講演会については、先ほど同僚議

員の質問の中での説明もございましたので、

私も出席できればよかったなということは後

で反省はしていたんですが、どういう内容だ

ったかということについては、若干聞いた部

分もございますが、ただ、今の答弁で一般教

員の参加は、数は少なかったということでお

聞きをしましたので、その部分はちょっと残

念だなということを感じました。６月の質問

で、学校が大変多忙な勤務状態にあるという

ことを指摘をいたしました。それらの学校の

状況について、検討委員会というふうに言わ

せていただきますけれども、検討委員会のメ

ンバーの皆さんは、やはりそういう学校の状

況というものをご理解いただくというのも大

事ではないかというふうに思うんですね。で

すから、その辺のことを校長会のメンバーも

入っているようですから、そういう立場の方

から学校の状況をお話していただくというこ

ともありますし、それから教育委員会の方か

らお話いただくということも必要かなという

ふうに思います。と言いますのは、先ほど、

同僚議員からこの事業についての質問があり

ましたけれども、美唄の基幹産業である農業

について、子ども達が学ぶということについ

て、異議のある人はいないんですね。それは

皆さん賛成なされるということです。ですか

ら、これまでも各学校で取り組まれてきた小

学校が中心だと思いますけれども、農業体験

学習というものをより充実させていくと、そ

のことが、食育教育とか食農教育とか、そう

いう方面につながっていくということの意味

合い、大切さ、そのことについては、私は多

くの市民の方の賛同を得られるというふうに

思うんですよね。ただ、具体的に学校でどん

なふうにそのことを実践していくかというこ

とは、やはり学校の限られた時間の中で、そ

れは取り組まれることでありますから、学校

の意向というものが十分にそこに盛り込まれ

る必要があるという事をベースに考えていま

す。それで、多忙な状況についても知ってい

ただく必要があるなということを申し上げて
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いるわけです。その辺のお考えをお聞きした

いということですね。 

それから、１０月９日付だったと思います

が、この検討委員会の新聞記事が載りました

ね、空知版に。その中では、こんなふうにと

いうことで、これからのことも書かれていま

したし、副読本の作成も受け持たれるという

事がありました。これは、私は、学校の先生

方が副読本の作成に当たるのかなというふう

に思ってたもんですから、検討委員会の方で

されるということについては、なかなか大変

かなという感じを持ったんですが、農業の専

門家の方々がおられますから、そういう視点

で作成に当たられるのかなというふうに感じ

て記事を読ませてもらいました。このことに

ついても、もし、副読本の作成の手だてとい

うことについてお考えがあれば、お聞きをし

たいというふうに思います。 

それから、予算についてですが、道の補助

金でという答弁でしたけれども、道の補助は

半額補助というふうに聞きますが、１００万

円ということであれば、補助は５０万という

ことになりますから、不足の５０万がどんな

形で支出されるのかということもお尋ねをい

たします。 

それから、各学校の意見集約についてです

けれども、今のお話では、市としてはこれか

らの作業になるのかなというふうに聞きまし

た。十分に教師の皆さんの声が反映されるべ

きだというふうに考えます。学校等カリキュ

ラム作成委員会と検討委員会とこれが、十分

に連携をとって意思疎通を図るということを、

今答弁されましたから、そのことがそのまま

行われていけば、これは、それなりに了解し

あえるというのか、合意に至る中身ができ上

がっていくのかなというふうに思います。た

だ、気になるのは、先程の検討委員会のメン

バー１６人ということで答弁がありましたけ

れども、校長会は除いて、一般の教師が入る

のが２人ということで、お聞きしてるところ

では、今お話あった２回の検討委員会にはま

だ参加していないと、これからの参加だとい

うふうに聞きます。そうすると、一定検討委

員会の議論が先行しているというふうになっ

た場合に、現場の状況から考えて、こういう

ことにしてほしいという意見が出てきたとき

に、それを十分に受け止めた検討委員会の運

営というものをぜひ、これはお願いしなきゃ

ならないなというふうに思うんですね。その

辺十分受入れるということについて、一つよ

ろしくお願いしたいと思うんですけれども、

そこのことをお聞きをしたいということです。  

教育予算ですね。私が先ほどちょっと数字

を挙げて学校配当予算のことと、図書費のこ

とを申し上げました。学校配当予算について

は、今の教育長のお話では、市で言えば概ね

中ほどだというご答弁で、これは北教組が出

しているデータと大分違うわけです。その辺

は私もこれがこうだということを申し上げる

根拠は持ち合わせていません。よその機関が

調べたものをそのまま使わせてもらってます。

ですから、一層この後調べて明らかにしたい

という答弁でしたから、そのことを是非お願

いしたいというふうに思います。ただ、さっ

きも申し上げましたが、現場の予算上の厳し

さというものは、極めてそれはきついものが

あるという事は改めて申し上げておきたいと

いうふうに思います。そういう意味で、図書
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費で言えば、一定レベルの維持とか、配当予

算もここ数年の状況を見て、さらに改善の余

地があるかどうかという辺りの検討は、ぜひ、

現場の声をよくよく聞いてやっていただきた

い。この事は市長にも是非、意を用いてほし

いということをお願いしておきたいというふ

うに思います。 

それから、校外研修についてですが、今の

ご答弁のように、校長が趣旨を職員会議等で

説明して、教員全体の共通理解を図っている

という事になっているとすれば、９月議会で

お尋ねをして、いただいた答え、夏休みの実

態調査のような、学校間の格差は出ないので

はないかというふうに私は思います。現実は

やはり学校長の理解や考え方に開きがかなり

ある。それが、調査結果になったんだという

ふうに私は受け止めています。今の答弁にも

ありましたけれども、９月のときも学校の最

高責任者の校長が率先して努力することが大

切で、各校長も同様の認識と考えると、今後

も校長会議等、あらゆる機会を通じて、教職

員研修の推進や信頼関係づくりに努めたいと

いうふうにありました。これらを実際に、現

実のものにしてもらうことが、この問題の決

め手かなというふうに思いますので、是非、

学校長の理解が得られるようなお話をいただ

きたいなというふうに思います。この点でも

し、何かあればお答えをいただきたいという

ふうに思います。 

それから、教員の負担の問題ですけれども、

先程申し上げたようなことについて、具体的

な答弁はありませんでしたけれども、私は、

現実にやはり出す計画については問題はない

と思うんです。問題は報告ですね。報告につ

いて厳しい内容を求めるということについて

は、やはり過度の負担をかけるものではない

という趣旨に合わないということですから、

この辺は、ぜひ徹底をお願いしたいなという

ことです。 

最後になりますが、学校の統廃合について

です。計画がないということはわかりました。

これまで進めてきた考え方についての説明が

ありました。最初もちょっと申し上げました

けれども、美唄市は、新しい総合計画づくり

を進めているところですね。それから、美唄

市の財政状況は極めて厳しい状態であって、

市を挙げて再建計画の達成に向けて新たなス

タートを始めたという状況です。少子高齢社

会としてのまちづくりも進んでいます。これ

らを考えるときに、初日に出された教育委員

会活動状況に関する点検・評価の中の、事務

の点検評価に関する外部有識者の意見につい

てまた申し上げるんですけども、将来を見据

え、あるべき全体像について議論し、スケジ

ュールなども公表していくべきだとの考え方

は、私はうなずけるものがあるというふうに

思うんですね。合わせて、耐震化に当たって、

校舎建て替えの検討も必要とするという意見

にも耳を傾ける価値があるかなというふうに

思います。これらの意見について、従来から

の考え方、これは今お聞きをしましたけれど

も、これを検討するという立場があるのかど

うか、その考え方をお聞きをしたいというこ

とです。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員のご質問にお

答えいたします。 

 初めに、グリーン・ルネサンス推進事業に
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ついてでありますが、農業体験学習の今後の

進め方につきましては、小学校農業体験学習

検討委員会における検討内容を２月頃までに

まとめ、全体計画として学校に示してまいり

たいと考えておりますし、さらに、農業支援

員や学校農園の確保など、実施に向けた体制

づくりも取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 また、今年度の予算につきましては、一般

財源で対応されることになるというふうに考

えているところでございます。 

 次に、学校現場における意見等につきまし

ては、委員として参加している学校関係者よ

り、検討委員会に意見反映がなされるととも

に、学校においては、学校長等を通じて、検

討委員会における議論経過と言いますか、検

討内容も共有するなど、教職員の理解をさら

に深めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

 次に、長期休業中の校外研修についてであ

りますが、校外研修の取り扱いについては、

校長会議において、法律や国の通達、道の通

知等を踏まえ、校長の承認により、適正に行

われるように指導しているところでございま

す。 

 次に、研修計画報告の提出につきましては、

校長が時間や内容などの、研修等の実質が備

わっていることを把握の上、承認するための

ものであり、また、保護者や地域住民に誤解

を与えることのないよう、情報化にも対応で

きなければならないことから、必要であると

認識しているところでございます。いずれに

いたしましても、研修につきましては、児童・

生徒の指導に携わる専門職として、教員自ら

の資質向上を図ることが必要であると考えて

ございまして、今後も、校長会議や私の学校

訪問等の機会を通じて、その趣旨を踏まえ、

教職員の研修の推進に努めてまいりたいと考

えているところでございます。 

 次に、学校統廃合についてでございますが、

今日の少子化に伴い、本市においても児童・

生徒数が急激に減少し、多くの幼稚園、小・

中学校では小規模化が進んでおります。各学

校においては、それぞれの地域のかけがえの

ない歴史や生活文化、伝統と共に、地域の人々

に支えられて今日に至っているものと考えて

おりまして、今も地域のコミュニティの核と

言いますか、さらには財産であり、小規模校

ならではの工夫や努力を重ね、特色ある教育

力を挙げているものと認識しているところで

ございます。このような中で、学校の統廃合

につきましては、美唄の将来を担う子ども達

のより良い学習環境を整備するためには、一

定数の同年代の児童・生徒の中で育つ教育環

境が望ましいとの考え方から、今後も児童・

生徒数の増加が見込まれない場合においては、

小学校において複式校のうち、学校運営など

にさまざまな影響が生じることが想定される

時点で、また、中学校においては、１クラス

の人数が１０人を下る状況となった時点で、

ＰＴＡや地域の方々と話し合いを進め、ご理

解をいただいた上でこれまで進めてきたとこ

ろでございます。 

今後におきましても、一定の基準を下回る

状況になった時点で、ＰＴＡや地域と話し合

いながら進めてまいりたいと考えております。  

また、学校施設は児童・生徒等が一日の大

半を過ごす場であると共に、災害が発生した
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場合には、地域住民の避難所としての役割を

果たすことから、その施設の安全性は極めて

重要だというふうに考えております。このた

め、耐震化が必要とされた校舎や体育館につ

いては、早急に耐震補修工事を進めてまいり

たいと考えているところでございます。 

●議長内馬場克康君 ８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員 ２つほど聞かせてもら

いますが、グリーン・ルネサンスについては、

６月に聞いて、また、今聞いてというふうに

してお尋ねをして、答弁をずっといただいて

きました。ただ、先ほど申し上げましたけど

も、やろうとしていることの是非と言うか、

そういうものについて特段の異議は私はない

んですよ。ただ、実際に現状の学校がそれを

受け入れてやっていくということで、充分に

子ども達に効果のある指導となっていくのか

どうかということについて、私なりの非常に

心配がある。それは、何せ現状の学校が、忙

しいということを再三申し上げてますけれど

も、その事は前にも申し上げましたが、道の

教育委員会でもその認識があって、多忙化対

策というのか、いかに仕事を整理する、仕事

を整理するという考え方ではないのかもしれ

ませんが、勤務が長時間に及ぶという状況は

解消せねばならないという考え方に立って、

取り組みがなされているということを聞きま

す。そういうことと合わせて考えた時に、新

たなものというのが、加わっていくというこ

とについて心配がないのかということを考え

ているということなんですね。本来は、一番

先にこのことを聞かなければならなかったか

と思うんですけれども、今回のグリーン・ル

ネサンス事業は、教育委員会が発想をされて、

そして、１年かけて検討を加えた上で、来年

度からスタートを切るというお話です。学校

で行っていく教育活動の中身、これについて

教育委員会から問題提起をして、それを学校

で実践してもらうということについて、それ

は問題はないのかなという事を、これは当初

から実は感じていたんですけれども、今、２

度、６月と今日と２度やりとりをしてみまし

て、教育委員会が考える方向というものをし

っかり学校に理解を求めて、それを実践した

いと。その事が美唄の教育にとって、それか

ら、あるいは美唄市民にとってプラスになる

という判断をされていると思うんですね。そ

ういう考え方としての学校教育法とか、学習

指導要領の規定からいって、通常は、学習指

導要領に沿って教育課程が編成されると、教

育課程の編成は、学校が行うものだという基

本があるというふうに私は理解をしてるもん

ですから、教育委員会が提起していくという

ことについて、私の心配を解消するような説

明がいただけるかなという事を感じるわけで

す。改めて当たってみたんですけども、私の

持ってるこれは、ちょっと年度が古いんで、

条文の数字が違うというのがあるかもしれま

せん。学校教育法で言えば、２０条教科と、

小学校の教科に関する事項は、文部大臣がこ

れを定めると、今は文科大臣ですね。という

ふうにあります。それから、学習指導要領で

は、これは小学校ですけども、小学校の学習

指導要領では、第１章総則の中の第１、第２、

第３ときて、第３に総合的な学習時間の取り

扱いというのがあります。ちょっと申し上げ

ますが、読ませてもらいますと、その第３の

中に１、２、３、４、５とあります。１は、
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総合的な学習の時間においては、ということ

で、どうやるかということですね、横断的総

合的な学習や児童の興味関心等に基づく学習

など、創意工夫を生かした活動をしなさいと

いうことが書いてある。第２は、次のような

ねらいを持って指導を行う。（１）、自ら課題

を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判

断し、よりよく問題を解決する資質や能力を

育てる、（２）、学び方や物の考え方を身につ

け、問題の解決や探求活動に主体的・総合的

に取り組む態度を育て、自己の生き方を考え

ることができるようにする。自らということ

を繰り返し言ってますね。主体的にとか。そ

れから３番目は、今の２に示すねらいを踏ま

えて、各学校では、国際理解、情報、環境、

福祉、健康等の横断的・総合的な課題、児童

の興味関心に基づく課題、地域や学校の特色

に応じた課題などについて、学校の実態に応

じた学習活動を行うとある。４、総合的な学

習の時間の名称は、それぞれ学校で適切に決

めなさいと書いてある。５番、最後ですね。

総合的な学習の時間の学習活動を行うに当た

っては、次の配慮をしなさい。１、２、３と

またある。１に、自然体験やボランティア活

動などの社会体験、観察・実験、見学や調査、

発表や討論、物づくりや生産活動など体験的

な学習、これに当たるということなんですね。

今回のグリーン・ルネサンス事業というのは

ね。問題解決的な学習を積極的に取り入れる

とあります。そして、（２）は指導体制です。

全教師が一体となって指導に当たるなどの指

導体制、さらに、地域の教材や学習環境の積

極的な活用などについて工夫することとある。

ですから、総合的な学習の時間についての取

り扱いについて、その中で、物づくりや生産

活動などの体験的な学習とか、地域資源を活

用しなさいというのがありますから、これら

には当てはまるなということは感じたんです

ね。ただ、私の頭にあるのは、教育課程の編

成は学校に任されたことだという意識が強い

ものですから、その辺について、どのように

お考えになるかという事と、改めて、現場か

ら出る意見について、多分、その検討委員会

の中に教育長も入っておられるんだと思いま

すから、そこで現場の意見が十分生きるよう

に議論の方向は間違いないよということなど

について答弁がいただければというふうに思

います。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員のご質問にお

答えします。 

 グリーン・ルネサンス推進事業についてで

ございますが、教職員からの意見の反映につ

いてでございますが、これにつきましては、

やはり総合的な学習の時間で事業を実施する

ということで、これはあくまでも基本的には、

先生方教員が授業等の主体になるというふう

に考えてございます。ただ、現実的にはやは

り先生方も農業の経験は教員養成課程で習っ

てはございませんし、そういった意味では、

いろんな課題があるというふうに十分認識し

てございます。ただ、現実的には、平成２０

年度の市内の各小・中学校の農業体験に関わ

る総合的な学習時間の実施状況、これにつき

ましては、学校によって増減はありますもの

の、何らかの形で、総合的な学習の中で、農

業体験に関わるものを実施している時数とし

まして、幅がありますけれども、多いところ
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で年間１３４時間という数字も伺っていると

ころでございます。これは当然、学校によっ

て取り組み方がまちまちでございまして、そ

ういった意味では既に、総合的な学習の時間

でかなりの時数を割いて、こういった農業体

験的な時数が使われているということ。もち

ろん、今後、教育課程が移行する中で、総合

的な学習時間が減らされるという、こういう

実態も踏まえて非常に厳しいなという感じは

持ってますけども、ですから、決して何か、

真新しいものをするということではなくて、

これまでやってきた中の延長上で、さらに教

育委員会としても支援体制、さらに学校だけ

ではやはり限界がありますので、地域資源を

活用しながら、子ども達により豊かなより望

ましい学習環境をつくるという意味でも、地

域からの応援体制といいますか、地域資源を

活用するような、そういう方策として取り組

みたいという考え方でございます。もちろん

話が戻りますが、そういう意味で学校を起点

とし、教職員からの十分な実施に当たっての

共通理解は必要だと思いますし、これに対す

る全市的な関係者の支援体制づくり、これは

検討委員会ということになりますけど、さら

には、現実にどこまで時数の中で、規定を共

通のものとしてつくり上げていくかという意

味での規定カリキュラム編成委員会、この３

者が、一体となって同じ認識に立って進めな

ければ、なかなか難しいものだなというふう

には考えております。もちろん、各学校の教

育課程の編成の自主性・主体性というのは基

本的に尊重されるものだというふうに考えて

おりますし、そういった中で、やはり美唄が

教育資源が限られた中で、地域の教育資源を

使いながら、地域と一体的に取り組むと、そ

ういった中で、美唄が出来る事と言いますか、

美唄が持つ地域資源を最大限活かしながら、

子ども達にとって一番より良い学習環境を、

関係者が十分な協議のもと、農業体験学習、

美唄の基幹産業を活かしながら、すばらしい

自然体験、学び、そういったものをつくり上

げたいと、そんな形で考えております。した

がって、学校現場を起点に、今言った地域と

の連携も十分図りながら進めていきたいと考

えておりますし、新しい取り組みでございま

すので、さまざまな課題、疑問、不安といっ

たものも十分あると思います。一つひとつ、

そういったものを議論し、積み重ねながら前

の方に進めるような体制づくりに進めてまい

りたいというふうに考えております。 

 教育課程の編成権のお話ありましたけれど

も、これにつきまして、やはり私は今の制度

の中で、教育委員会制度といったものは、基

本的に地方自治と言いますか、地域の子ども

を育てるというのは、基本的にはやはり地域

が、地域に住んでいる住民がやはり子どもの

教育が、どうあるべきかということを検討す

る上での、一つの行政委員会と言いますか、

そういう形になっているという考えでおりま

す。そういう意味では、やはり美唄の子ども

達の教育をどう考えるかということで、住民

自治と言いますか、そういった意味の、重要

なやっぱり担ってございますし、そういう意

味では、やはり美唄の子ども達をどう育てて

いくか、そういう視点から学校との連携を図

りながら、子ども達にとってすばらしい学習

環境をつくっていくと、そういう制度的な枠

組みだと、基本的に認識しているところでご
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ざいまして、そういう視点からも、今後、美

唄の教育、美唄らしい教育と言いますか、そ

ういったものを国のガイドラインと言います

か、学習指導要領も十分踏まえつつ、そうい

ったものを地域に根ざし暮らしに学ぶという

視点から、さらに教職員と理解を図りながら、

進めていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

●議長内馬場克康君 以上で一般質問を終わ

ります。 

 これをもって本日の日程は全部終了いたし

ました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 

午後 ３ 時０６分 散会 
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